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1

姜
夔
の
書
論
に
つ
い
て

村
越
貴
代
美

は
じ
め
に

本
誌
前
稿
「
琴
と
韻

―
姜
夔
の
文
芸
、
そ
の
理
論
と
実
践
と
継
承
に
つ
い
て（

（
（

」
で
い
く
つ
か
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
し
た
問
題
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
南
宋
の
姜
夔
（
字
は
尭
章
、
号
は
白
石
道
人
）
は
、

詩
詞
・
書
・
音
楽
に
す
ぐ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
理
論
書
も
著
し
た
。『
詩
説
』『
続
書
譜
』『
絳
帖
平
』（
法
帖
譜
）
が
伝
わ
っ
て
お
り
、

散
逸
し
た
も
の
に
『
琴
書
』『
琴
瑟
考
古
図
』『
集
古
印
譜
』
な
ど
が
あ
る
。
松
尾
肇
子
氏
は
、「
総
じ
て
姜
夔
の
学
問
は
、
詩
論

に
お
い
て
も
書
論
に
お
い
て
も
、
北
宋
の
蘇
軾
と
蘇
門
の
四
学
士
を
中
心
と
し
た
先
行
の
研
究
成
果
を
広
く
吸
収
し
、
自
ら
の
創

作
経
験
を
加
え
て
再
構
築
す
る
も
の
」
で
あ
り
、「
姜
夔
の
書
論
と
詩
論
と
で
は
、『
意
』『
血
脈
貫
穿
』『
含
蓄
』
な
ど
の
重
要
な

用
語
が
共
通
す
る
。
音
楽
論
は
、
姜
夔
の
使
用
し
た
用
語
だ
け
に
絞
る
と
ほ
と
ん
ど
孤
立
し
て
い
る
が
、
書
画
論
全
体
に
拡
大
す
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2

れ
ば
そ
の
限
り
で
は
な
い
」、
と
指
摘
す
る（

（
（

。

こ
れ
に
つ
い
て
前
稿
で
は
「
琴
と
韻
」
に
注
目
し
て
、「
韻
」
が
も
と
も
と
琴
の
旋
律
に
つ
い
て
述
べ
る
言
葉
で
あ
り
、
の
ち
に
琴
を

弾
く
人
物
に
つ
い
て
の
評
語
と
な
り
、
さ
ら
に
書
画
の
批
評
に
も
使
わ
れ
、
そ
の
後
、
文
学
の
批
評
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
先
行
研
究（

（
（

を
紹
介
し
た
上
で
、
後
漢
か
ら
魏
晋
、
さ
ら
に
初
唐
に
か
け
て
能
書
家
が
輩
出
し
書
論
が
出
さ
れ
る
中
で
、
姜
夔
は
終
生
、

王
羲
之
の
「
蘭
亭
序
」
に
学
び
、
王
献
之
が
書
い
た
と
さ
れ
る
「
保
母
志
」
を
研
究
し
て
、
端
正
な
小
楷
に
よ
る
跋
文
が
残
っ
て
い
る

こ
と
を
述
べ
、

姜
夔
の
学
者
と
し
て
の
一
面
が
垣
間
見
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
措
く
。

と
し
た
。
ま
た
、
姜
夔
の
没
後
、
友
人
の
蘇
泂
は
「
至
馬
塍
哭
尭
章
」
詩
で
、

除
却
楽
書
誰
殉
葬
、	

楽
書
を
除
却
し
て
誰
か
殉
葬
せ
ん
、

一
琴
一
硯
一
蘭
亭
。	

一
琴　

一
硯　

一
蘭
亭
。

楽
書
と
琴
の
ほ
か
に
硯
と
「
蘭
亭
序
」
を
、
姜
夔
の
生
涯
を
総
括
す
る
要
素
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
な
ぜ
姜
夔
は
琴
の
名
手
で
も
あ

っ
た
後
漢
の
蔡
邕
で
は
な
く
、
晋
の
王
羲
之
を
指
向
し
た
の
か
、
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姜夔の書論について

琴
か
ら
始
ま
っ
た
「
韻
」
が
、
人
物
や
書
画
の
評
語
に
も
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
六
朝
の
頃
で
あ
り
、
姜
夔
が
范
成
大

に
「
晋
宋
の
雅
士
に
似
た
り
」
と
評
さ
れ
た
こ
と
を
誇
り
と
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
王
羲
之
の
蘭
亭
の
集
い
が
単
な
る
花
見

の
宴
で
は
な
く
、
当
時
王
羲
之
た
ち
が
置
か
れ
て
い
た
政
治
的
苦
境
と
姜
夔
が
張
家
（
張
鑑
や
張
鎡
）
に
出
入
り
し
て
い
た
頃
の

南
宋
社
会
の
苦
境
が
重
な
る
こ
と
等
を
考
え
る
と
、
文
人
の
雅
集
の
中
で
姜
夔
の
平
生
の
事
跡
に
つ
い
て
も
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

と
残
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
姜
夔
の
『
続
書
譜
』
と
王
献
之
「
保
母
志
」
の
跋
を
取
り
あ
げ
て
、
姜
夔
の
書
論
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
姜
夔
の
文

芸
理
論
に
お
け
る
書
論
の
位
置
づ
け
と
、
南
宋
か
ら
元
初
の
文
人
社
会
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
考
え
た
い
。

主
な
先
行
研
究
と
し
て
、
中
田
勇
次
郎
氏
に
「
姜
尭
章
の
書
学（

（
（

」
が
あ
る
。
姜
夔
の
『
続
書
譜
』
は
、
初
唐
の
孫
過
庭
『
書
譜
』
を

承
け
た
も
の
で
、
中
田
勇
次
郎
編
『
中
国
書
論
大
系（

（
（

』
の
第
2
巻
「
唐
1
」
に
孫
過
庭
『
書
譜
』
の
、
第
6
巻
「
宋
3
」
に
姜
夔
『
続

書
譜
』
の
、
い
ず
れ
も
西
林
昭
一
氏
に
よ
る
訳
注
が
あ
り（

（
（

、
ま
た
藤
原
楚
水
『
訳
注
書
譜
続
書
譜
之
研
究（

（
（

』
は
書
蹟
の
写
真
が
豊
富
で

あ
る
。
孫
過
庭
『
書
譜
』
の
訳
注
は
、
福
永
光
司
『
芸
術
論
集（

（
（

』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

姜
夔
の
王
献
之
「
保
母
志
」
の
跋
は
、
現
存
す
る
唯
一
の
姜
夔
真
蹟
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
北
京
故
宮
博
物
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
小
楷
の
手
本
と
し
て
、
影
印
が
い
く
つ
か
の
出
版
社
か
ら
出
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

ま
た
姜
夔
の
詩
の
解
釈
は
、
孫
玄
常
『
姜
白
石
詩
集
箋
注（

（1
（

』
の
ほ
か
に
、
訓
読
や
訳
を
含
め
て
中
原
健
二
氏
の
暁
風
残
月
会
の
「
姜

白
石
詩
訳
注
稿（

（1
（

」
を
参
照
し
た
。
詞
は
、
夏
承
燾
『
姜
白
石
詞
編
年
箋
校（

（1
（

』
と
陳
書
良
『
姜
白
石
詞
箋
注（

（1
（

』
を
参
考
に
し
た
。
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一
、
孫
過
庭
『
書
譜
』
と
姜
夔
『
続
書
譜
』

姜
夔
（
一
一
五
五
～
一
二
○
八
？（

（1
（

）
の
書
に
関
す
る
著
作
は
、
晩
年
に
集
中
し
て
い
る
。
嘉
泰
元
年
（
一
二
○
一
）、
四
十
七
歳
の

時
に
友
人
（
朱
鼐
）
か
ら
「
絳
帖
」
を
贈
ら
れ
、
嘉
泰
三
年
（
一
二
○
三
）、
四
十
九
歳
の
時
に
『
絳
帖
平
』
二
十
巻
（
存
六
巻
）
を

著
し
た
。
こ
の
前
年
に
王
献
之
の
「
保
母
志
」
が
紹
興
で
発
見
さ
れ
、
拓
本
を
見
せ
ら
れ
て
跋
を
書
い
た
。
ま
た
「
禊
帖
」（「
蘭
亭

序
」
の
こ
と
）
を
得
て
、
嘉
泰
年
間
に
「
禊
帖
偏
旁
考
」（
散
佚
）
を
著
し
た
（
周
密
『
斉
東
野
語
』
巻
十
二
に
見
え
る
）。
嘉
定
元
年

（
一
二
○
八
）、
五
十
四
歳
の
時
に
は
『
続
書
譜
』
一
巻
を
著
し
、
天
台
の
謝
采
伯
に
よ
り
刊
刻
さ
れ
た
。

現
在
見
ら
れ
る
『
続
書
譜
』
の
刊
本
に
は
、
篇
目
を
二
十
条
と
す
る
も
の
、
十
八
条
と
す
る
も
の
、
十
六
条
と
す
る
も
の
の
三
系
統

が
あ
り
、『
中
国
書
論
大
系
』
所
収
の
西
林
昭
一
訳
注
『
続
書
譜
』
は
二
十
条
の
咸
淳
刊
行
『
百
川
学
海
』
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。

そ
の
篇
目
は
、「
総
論
」「
真
」「
用
筆
」「
草
」「
用
筆
」「
用
墨
」「
行
書
」「
臨
」「
書
丹
」「
情
性
」「
血
脈
」「
燥
潤
（
見
用
筆
条
）」「
勁

媚
（
見
情
性
条
）」「
方
円
」「
向
背
」「
位
置
」「
疎
密
」「
風
神
」「
遅
速
」「
筆
鋒
」
で
、
孫
過
庭
の
名
は
「
総
論
」
と
「
用
筆
」（「
草
」

の
後
の
ほ
う
）
と
「
情
性
」
に
見
え
る
。

「
総
論
」
に
、
真
書
（
楷
書
）・
行
書
・
草
書
の
由
来
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
書
風
が
あ
り
、
す
べ
て
に
習
熟
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
を
述

べ
、
そ
れ
で
も
各
書
体
に
通
じ
て
心
技
一
体
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
す
、
と
い
う
。

真
行
草
書
之
法
、
其
源
出
於
虫
篆
、
八
分
、
飛
白
、
章
草
等
。
円
勁
古
淡
、
則
出
於
虫
篆
、
点
画
波
発
、
則
出
於
八
分
、
転
換
向

背
、
則
出
於
飛
白
、
簡
便
痛
快
、
則
出
於
章
草
。
然
而
真
草
与
行
、
各
有
体
制
。
欧
陽
率
更
、
顔
平
原
輩
、
以
真
為
草
、
李
邕
、
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姜夔の書論について

西
台
輩
、
以
行
為
真
。
亦
以
、
古
人
有
専
工
真
書
者
、
有
専
工
草
書
者
、
有
専
工
行
書
者
。
信
乎
、
其
不
能
兼
美
也
。
或
云
、
草

書
千
字
、
不
抵
行
書
十
字
、
行
草
十
字
、
不
如
真
書
一
字
。
意
以
為
草
至
易
而
真
至
難
、
豈
真
知
書
者
哉
。
大
抵
下
筆
之
際
、
尽

倣
古
人
、
則
少
神
気
、
専
務
遒
勁
、
則
俗
病
不
除
。
所
貴
熟
習
兼
通
、
心
手
相
応
、
斯
為
妙
矣
。
白
雲
先
生
、
欧
陽
率
更
書
訣
、

亦
能
言
其
梗
概
。
孫
過
庭
論
之
又
詳
。
皆
可
参
稽
之
。

真
書
、
行
書
、
草
書
の
法
は
、
虫
篆
（
篆
書
）、
八
分
（
隷
書
）、
飛
白
、
章
草
な
ど
を
源
と
し
て
い
る
。
円
勁
・
古
淡
は
虫
篆

か
ら
生
ま
れ
、
点
画
・
波
発
は
八
分
か
ら
生
ま
れ
、
転
換
・
向
背
は
飛
白
か
ら
生
ま
れ
、
簡
便
・
痛
快
は
章
草
か
ら
生
ま
れ
た
。

だ
が
真
書
と
草
書
、
行
書
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
風
が
あ
る
。
欧
陽
率
更
（
欧
陽
詢
）、
顔
平
原
（
顔
真
卿
）
ら
は
真
書
の
筆

法
で
草
書
を
書
き
、
李
邕
、
西
台
（
李
建
中
）
ら
は
行
書
の
筆
法
で
真
書
を
書
い
た
。
ま
た
古
人
に
は
も
っ
ぱ
ら
真
書
を
得
意

と
す
る
者
、
も
っ
ぱ
ら
草
書
を
得
意
と
す
る
者
、
も
っ
ぱ
ら
行
書
を
得
意
と
す
る
者
が
い
た
。
ま
こ
と
（
孫
過
庭
が
言
う
よ
う

に
）「
す
べ
て
兼
ね
て
『
美
』
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
も
の
だ
。「
草
書
千
字
は
行
書
十
字
に
あ
た
ら
ず
、
行
草
十

字
は
真
書
一
字
に
如
か
ず
」
と
言
う
人
も
い
る
。
草
は
た
や
す
く
真
書
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
本
当
に
書
を
知
っ

て
い
る
者
の
言
葉
で
は
な
い
。
た
い
て
い
書
作
に
際
し
て
、
古
人
を
悉
く
真
似
よ
う
と
す
る
と
神
気
に
乏
し
く
、
も
っ
ぱ
ら
遒

勁
に
務
め
れ
ば
俗
弊
を
除
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
要
は
、
習
熟
し
て
各
書
体
に
通
じ
、
心
と
技
が
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
こ
と
が
、

最
高
の
境
地
な
の
で
あ
る
。
白
雲
先
生
（
王
羲
之
に
筆
法
を
教
え
た
と
さ
れ
る
）
や
欧
陽
率
更
（
欧
陽
詢
）
の
書
訣
で
も
、
こ

れ
を
言
っ
て
い
る
。
孫
過
庭
も
こ
れ
を
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
参
考
に
な
る
。

『
続
書
譜
』
は
以
下
、「
貴
ぶ
所
は
、
熟
習
兼
ね
通
じ
、
心
手
相
い
応
ず
、
斯
を
妙
と
為
す
」
を
ど
の
よ
う
に
実
践
す
る
の
か
、
か
な

り
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
。
藤
原
楚
水
氏
が
『
訳
注
書
譜
続
書
譜
之
研
究
』
の
「
四　

続
書
譜
解
読
」
部
分
を
の
ち
に
単
行
本
と
し
て
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出
版
し
、
書
名
を
『
続
書
譜
解
読
に
よ
る　

図
解　

楷
行
草
の
書
法
入
門（

（1
（

』
と
し
た
の
は
、『
続
書
譜
』
に
対
す
る
一
種
の
評
価
で
あ

る
。
藤
原
楚
水
氏
は
『
続
書
譜
』
に
つ
い
て
解
説
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
孫
過
庭
の
『
書
譜
』
は
）
す
ぐ
れ
た
書
論
で
あ
る
こ
と
に
は
疑
ひ
が
な
い
。
し
か
し
そ
の
所
論
は
概
し
て
抽
象
的
で
あ
り
又
そ

の
文
は
駢
体
で
あ
る
為
や
や
難
解
で
理
解
に
苦
む
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
姜
白
石
の
『
続
書
譜
』
は
そ
れ
と
異
な
り
通
俗
的
な

散
文
体
の
も
の
で
あ
り
且
つ
真
行
草
に
わ
た
り
て
具
体
的
に
そ
の
学
習
の
方
法
を
示
し
、
用
筆
・
用
墨
・
結
体
・
臨
摹
等
各
方
面

か
ら
之
を
説
明
せ
る
と
こ
ろ
『
続
書
譜
』
の
名
に
そ
む
か
ず
、
こ
れ
が
書
譜
の
続
編
で
あ
り
、
注
釈
で
あ
り
各
論
で
あ
る
と
い
っ

た
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

『
続
書
譜
』
の
中
で
も
、「
情
性
」
の
条
は
、

芸
之
至
、
未
始
不
与
精
神
通
。
其
説
見
於
昌
黎
送
高
閑
序
。
孫
過
庭
云
、
…
…
。
其
言
尽
善
、
故
具
載
。

芸
の
極
致
は
、（
そ
の
人
の
）
精
神
と
通
じ
て
い
る
。
こ
の
説
は
昌
黎
（
韓
愈
）
の
「
高
閑
に
送
る
序
」
に
見
え
る
。
孫
過
庭

も
言
っ
て
い
る
、
…
…
。
孫
過
庭
の
説
は
善
を
尽
く
し
て
い
る
の
で
、
つ
ぶ
さ
に
載
せ
る
。

と
、
ほ
ぼ
『
書
譜
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
情
性
」
の
最
初
の
部
分
に
、

一
時
而
書
、
有
乖
有
合
、
合
則
流
媚
、
乖
則
彫
疏
。
神
怡
務
閑
、
一
合
也
、
感
恵
徇
知
、
二
合
也
、
時
和
気
潤
、
三
合
也
、
紙
墨
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相
発
、
四
合
也
、
偶
然
欲
書
、
五
合
也
、
心
遽
体
留
、
一
乖
也
、
意
違
勢
屈
、
二
乖
也
、
風
燥
日
炎
、
三
乖
也
、
紙
墨
不
称
、
四

乖
也
、
情
怠
手
闌
、
五
乖
也
。
乖
合
之
際
、
優
劣
互
差
。

同
じ
時
に
同
じ
人
が
書
い
て
も
、
乖
と
合
が
あ
る
。
合
な
ら
ば
ス
ム
ー
ズ
で
、
乖
な
ら
ば
ぎ
こ
ち
な
い
。
心
が
ゆ
っ
た
り
と
し

て
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
な
い
の
が
、
合
の
第
一
で
あ
る
。
感
が
働
き
す
ぐ
理
解
で
き
る
の
は
、
合
の
第
二
で
あ
る
。
時
節
が
お

だ
や
か
で
空
気
に
潤
い
が
あ
る
の
は
、
合
の
第
三
で
あ
る
。
紙
と
墨
が
よ
く
な
じ
む
の
は
、
合
の
第
四
で
あ
る
。
ふ
と
書
き
た

く
な
る
の
が
、
合
の
第
五
で
あ
る
。
慌
た
だ
し
く
身
体
が
だ
る
い
の
は
、
乖
の
第
一
で
あ
る
。
気
持
ち
が
散
漫
で
屈
託
あ
る
の

は
、
乖
の
第
二
で
あ
る
。
空
気
が
乾
燥
し
炎
天
の
時
は
、
乖
の
第
三
で
あ
る
。
紙
と
墨
が
な
じ
ま
な
い
の
は
、
乖
の
第
四
で
あ

る
。
感
興
が
わ
か
ず
手
が
重
い
と
き
は
、
乖
の
第
五
で
あ
る
。
乖
か
合
か
で
、
作
品
の
優
劣
に
も
差
が
つ
く
。

と
あ
る
。
孫
過
庭
『
書
譜
』
で
は
こ
の
部
分
の
前
に
、
次
の
文
が
あ
る
。

雖
篆
隷
草
章
、
工
用
多
変
、
済
成
厥
美
、
各
有
攸
宜
。
篆
尚
婉
而
通
、
隷
欲
精
而
密
、
草
貴
流
而
暢
、
章
務
険
而
便
。
然
後
、
凜

之
以
風
神
、
温
之
以
妍
潤
、
鼓
之
以
枯
勁
、
和
之
以
閑
雅
。
故
可
達
其
情
性
、
形
其
哀
楽
。
験
燥
湿
之
殊
節
、
千
古
依
然
、
体
老

壮
之
異
時
、
百
齢
俄
頃
。
嗟
乎
、
不
入
其
門
、
詎
窺
其
奥
者
也
。

篆
書
・
隷
書
・
草
書
・
章
草
は
、
技
法
も
変
化
も
多
様
で
、「
美
」
を
発
揮
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
理
に
か
な
っ
た
要
訣
が
あ

る
。
篆
書
は
し
な
や
か
な
こ
と
を
大
事
に
し
、
隷
書
は
緻
密
さ
を
重
ん
じ
、
草
書
は
の
び
や
か
さ
を
大
切
に
し
、
章
草
は
ひ
き

し
ま
っ
た
簡
便
さ
に
務
め
る
。
そ
う
し
て
、「
風
神
」
に
よ
り
厳
し
さ
を
、
潤
い
に
よ
り
温
か
さ
を
、
力
強
さ
で
躍
動
感
を
、

上
品
さ
で
調
和
を
も
た
せ
る
。
故
に
、
情
性
に
達
し
、
哀
楽
を
作
品
に
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
四
季
の
変
化
は
千
年
も
変
わ
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ら
な
い
が
、
こ
の
身
は
た
ち
ま
ち
老
人
と
な
り
、
百
年
も
ほ
ん
の
一
瞬
で
し
か
な
い
。
あ
あ
、
書
の
門
に
入
る
こ
と
が
な
け
れ

ば
、
け
っ
し
て
人
生
の
深
い
境
地
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

「
其
の
情
性
に
達
し
、
其
の
哀
楽
を
形
す
」
と
あ
る
が
、「
情
性
」
は
『
荘
子
』
に
見
え
る
語
で
、
心
の
本
質
を
い
う
。「
其
の
哀
楽
を

形
す
」
は
『
礼
記
』「
楽
記
」
の
「
楽
本
篇
」
に
「
人
生
ま
れ
て
静
な
る
は
、
天
の
性
な
り
。
物
に
感
じ
て
動
く
は
性
の
欲
な
り
。
物

至
り
て
知ち
　
し知
り
、
然
る
後
に
好
悪
形
わ
る
」
な
ど
と
見
え
る
言
葉
で
、
福
永
光
司
氏
は
『
書
譜
』
の
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、

『
楽
記
』
の
「
性
」
と
「
情
」
の
哲
学
を
ふ
ま
え
て
、
書
芸
術
も
ま
た
人
間
の
心
の
本
質
を
把
握
し
、
心
の
動
き
（
哀
楽
・
好

悪
）
を
さ
な
が
ら
に
表
現
す
る
精
神
の
芸
術
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

と
い
う（

（1
（

。

『
書
譜
』
を
離
れ
て
『
続
書
譜
』
の
「
情
性
」
だ
け
を
読
む
と
、
単
に
体
調
や
天
候
の
良
し
悪
し
で
書
の
出
来
栄
え
が
変
わ
る
程
度

の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
に
読
め
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
。『
続
書
譜
』
を
理
解
す
る
に
は
、
孫
過
庭
『
書
譜
』
の
理
解
が
前
提

と
な
る
。
そ
し
て
孫
過
庭
『
書
譜
』
は
、
六
朝
以
来
の
書
論
、
伝
統
的
な
文
芸
批
評
を
踏
ま
え
て
い
る
。

孫
過
庭
は
『
書
譜
』
冒
頭
で
、
書
の
名
家
と
し
て
後
漢
の
張
芝
、
魏
の
鍾
繇
、
東
晋
の
王
羲
之
・
王
献
之
を
挙
げ
、
中
で
も
王
羲
之

を
第
一
と
す
る
。
し
か
し
姜
夔
は
「
王
羲
之
を
無
条
件
に
す
べ
て
第
一
と
せ
ず
、
む
し
ろ
楷
で
は
、
王
が
学
ん
だ
鍾
繇
、
草
で
は
王
が

学
ん
だ
張
芝
・
索
靖
を
第
一
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
王
以
前
の
も
の
に
重
き
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
、
い
ち
じ
る
し
く
目
立
つ
て
い

る（
（1
（

」
と
評
さ
れ
る
。
姜
夔
は
「
大
抵
、
右
軍
の
書
が
成
つ
て
、
漢
魏
西
晋
の
法
が
尽
く
廃
れ
た
の
で
あ
る
。
右
軍
は
も
と
よ
り
新
奇
で
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好
ま
し
い
が
、
古
法
の
廃
れ
た
の
は
実
に
右
軍
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る（

（1
（

」
と
考
え
た
。

孫
過
庭
（
生
卒
年
不
詳
）
が
『
書
譜
』
を
書
い
た
の
は
、
唐
の
則
天
武
后
の
垂
拱
三
年
（
六
八
七
）。
唐
の
太
宗
（
在
位
六
二
六
～

六
四
九
）
が
王
羲
之
の
書
を
酷
愛
し
、
真
蹟
を
蒐
集
し
て
欧
陽
詢
・
虞
世
南
・
褚
遂
良
ら
に
複
製
を
作
ら
せ
、『
晋
書
』「
王
羲
之
伝
」

の
論
賛
を
自
ら
書
き
、「
蘭
亭
序
」
に
至
っ
て
は
副
葬
品
と
し
て
昭
陵
へ
殉
葬
さ
せ
、
続
く
高
宗
（
在
位
六
四
九
～
六
八
三
）
も
太
宗

の
「
聖
教
序
」
の
碑
文
を
王
羲
之
の
筆
跡
か
ら
集
字
し
て
立
て
る
な
ど
、
唐
初
の
「
王
羲
之
の
書
芸
術
に
対
す
る
熱
烈
な
憧
憬
と
賛

仰
」
が
背
景
と
し
て
あ
っ
た
。
同
時
に
、
唐
初
の
書
壇
は
王
羲
之
に
学
び
つ
つ
も
変
革
の
風
も
芽
生
え
た
時
期
で
、
王
羲
之
は
「
も
は

や
唯
一
絶
対
の
“
典
型
”
で
は
あ
り
え
ず
、
時
代
の
進
展
の
中
で
そ
の
権
威
が
大
き
く
揺
ら
ぎ
は
じ
め
て
い
た
」、
こ
れ
を
「
書
芸
術

の
堕
落
と
し
て
警
告
し
、
王
羲
之
の
精
神
へ
の
復
帰
、
伝
統
の
護
持
を
強
く
す
る
た
め
の
著
作
で
も
あ
っ
た（

（1
（

」。

孫
過
庭
の
の
ち
、
張
旭
や
顔
真
卿
、
柳
公
権
と
い
っ
た
革
新
的
な
書
家
が
現
れ
、
五
代
か
ら
北
宋
に
か
け
て
孫
過
庭
の
『
書
譜
』
は

一
時
忘
れ
ら
れ
、
姜
夔
の
『
続
書
譜
』
が
書
か
れ
て
再
び
脚
光
を
浴
び
、「
ほ
と
ん
ど
王
羲
之
の
堂
室
に
在
る
も
の
」（
王
世
貞
『
芸
苑

巵
言
語
』）、「
有
唐
第
一
の
妙
腕
」（
孫
承
沢
『
庚
子
銷
夏
記
』）
と
い
う
評
価
が
確
立
し
た（

（2
（

。
草
書
で
書
か
れ
た
『
書
譜
』
は
、
書
芸

術
作
品
と
し
て
も
評
価
が
高
く
、
現
在
で
も
手
本
と
し
て
学
ば
れ
て
い
る
。

初
唐
の
『
書
譜
』
か
ら
五
百
年
ほ
ど
後
に
『
続
書
譜
』
は
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
間
に
北
宋
の
蘇
軾
や
黄
庭
堅
、
米
市
ら
も
出
て
評

価
し
て
い
る
も
の
の
、『
書
譜
』
以
後
の
書
芸
術
の
発
展
に
つ
い
て
、
姜
夔
は
全
体
と
し
て
は
否
定
的
で
あ
る
。「
真
書
」
に
云
う
、

良
由
唐
人
以
書
判
取
士
、
而
士
大
夫
字
画
、
類
有
科
挙
習
気
。
顔
魯
公
作
干
禄
字
書
、
是
其
証
也
。
矧
欧
虞
顔
柳
、
前
後
相
望
。

故
唐
人
下
筆
、
応
規
入
矩
、
無
復
魏
晋
飄
逸
之
気
。
且
字
之
長
短
大
小
、
斜
正
疎
密
、
天
然
不
斉
、
孰
能
一
之
。
謂
如
東
字
之
長
、

西
字
之
短
、
口
字
之
小
、
体
字
之
大
、
朋
字
之
斜
、
当
字
之
正
、
千
字
之
疏
、
万
字
之
密
、
画
多
者
宜
瘦
、
少
者
宜
肥
。
魏
晋
書
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法
之
高
、
良
由
各
尽
字
之
真
態
、
不
以
私
意
参
之
耳
。

唐
代
は
書
判
（
楷
法
と
文
理
）
で
官
吏
を
登
用
し
た
の
で
、
士
大
夫
の
書
は
だ
い
た
い
に
お
い
て
科
挙
の
癖
が
あ
る
。
顔
魯
公

（
顔
玄
孫
。
顔
真
卿
の
叔
祖
）
が
『
干
禄
字
書
』
を
作
っ
た
の
は
、
そ
の
証
し
で
あ
る
。
ま
し
て
欧
陽
詢
、
虞
世
南
、
顔
真
卿
、

柳
公
権
が
次
々
と
輩
出
し
た
た
め
、
唐
人
の
書
風
は
（
影
響
を
受
け
て
）
型
に
は
ま
っ
た
も
の
と
な
り
、
魏
晋
時
代
の
飄
逸
な

気
は
な
く
な
っ
た
。
文
字
に
は
長
短
、
大
小
、
斜
正
、
疎
密
が
あ
り
、
自
然
と
違
い
が
あ
る
、
ど
う
し
て
同
一
に
で
き
よ
う
か
。

た
と
え
ば
「
東
」
字
は
長
く
、「
西
」
字
は
短
く
、「
口
」
字
は
小
さ
く
、「
体
」
字
は
大
き
く
、「
朋
」
字
は
斜
め
に
、「
当

（
當
）」
字
は
四
角
く
、「
千
」
字
は
疎
で
、「
万
（
萬
）」
字
は
密
で
あ
る
。
画
数
の
多
い
も
の
は
痩
せ
て
、
少
な
い
も
の
は
肥

え
て
い
る
の
が
よ
ろ
し
い
。
魏
晋
の
書
法
が
高
か
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
れ
ぞ
れ
字
の
真
の
姿
を
尽
く
し
て
、
恣
意
的
に
考
え

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

古
人
の
書
そ
の
も
の
を
よ
く
観
察
し
、
古
人
の
書
に
学
ん
で
研
鑽
に
励
む
、
と
い
う
の
が
姜
夔
の
姿
勢
で
あ
り
、
研
究
が
結
実
し
た
の

が
『
絳
帖
平
』
や
王
献
之
「
保
母
志
」
の
跋
で
あ
っ
た
。

孫
過
庭
の
『
書
譜
』
は
一
時
忘
れ
ら
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
孫
過
庭
が
第
一
と
推
す
王
羲
之
の
書
が
忘
れ
ら
れ
て
い
た
わ
け

で
は
、
け
っ
し
て
な
い
。
北
宋
の
太
宗
の
勅
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
『
淳
化
閣
帖
』
は
半
数
を
王
羲
之
・
王
献
之
の
作
品
で
占
め
、
南

宋
の
高
宗
も
と
く
に
晩
年
に
お
い
て
二
王
を
よ
く
学
ん
だ
。
高
宗
の
『
翰
墨
志
』
冒
頭
に
云
う
、

余
自
魏
晋
以
来
至
六
朝
筆
法
、
無
不
臨
摹
。
或
蕭
散
、
或
枯
瘦
、
或
遒
勁
而
不
回
、
或
秀
異
而
特
立
、
衆
体
備
於
筆
下
、
意
簡
猶

存
於
取
舍
。
至
若
稧
帖
、
則
測
之
益
深
、
擬
之
益
厳
。
姿
態
横
生
、
莫
造
其
原
、
詳
観
点
画
、
以
至
成
誦
、
不
少
去
懐
也
。
…
…
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余
每
得
右
軍
或
数
行
、
或
数
字
、
手
之
不
置
。
初
若
食
蜜
、
喉
間
少
甘
則
已
、
末
則
如
食
橄
欖
、
真
味
久
愈
在
也
、
故
尤
不
忘
於

心
手
。

私
は
魏
晋
か
ら
六
朝
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
筆
蹟
を
臨
摹
す
る
。
蕭
散
な
も
の
、
枯
瘦
な
も
の
、
遒
勁
で
力
み
な
ぎ
る
も
の
、
秀
異

で
き
わ
だ
っ
て
い
る
も
の
、
多
く
の
体
が
あ
り
、
筆
意
の
簡
素
な
も
の
は
自
在
に
選
べ
る
。
だ
が
「
稧
帖
」
と
な
る
と
、
探
れ

ば
探
る
ほ
ど
奥
深
く
、
倣
え
ば
倣
う
ほ
ど
難
し
い
。
文
字
の
姿
が
自
然
で
、
そ
の
根
源
を
見
極
め
が
た
く
、
点
画
を
詳
細
に
観

察
し
、
す
っ
か
り
覚
え
て
も
、
心
に
ひ
っ
か
か
る
。
…
…
私
は
右
軍
（
王
羲
之
）
の
書
い
た
数
行
、
あ
る
い
は
数
字
を
得
る
た

び
、
手
元
か
ら
離
さ
な
い
。
は
じ
め
は
蜜
を
食
べ
る
よ
う
に
、
口
も
と
で
少
し
甘
け
れ
ば
満
足
し
て
い
た
が
、
や
が
て
橄
欖
を

食
べ
る
よ
う
に
、
本
当
の
味
わ
い
を
あ
と
か
ら
じ
わ
じ
わ
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
た
め
心
も
手
も
、
忘
れ
ら
れ
な

い
の
だ
。

孫
過
庭
の
『
書
譜
』
は
当
時
、『
運
筆
論
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
（
張
懐
瓘
『
書
断
』
に
見
え
る
）
と
い
う（

（2
（

が
、
姜
夔
の
『
続
書
譜
』

も
か
な
り
具
体
的
な
練
習
方
法
が
書
か
れ
て
い
て
、
中
田
勇
次
郎
氏
は
「
姜
尭
章
の
書
学
」
で
そ
の
書
学
を
総
括
し
て
、

蘭
亭
に
か
れ
の
鑑
識
を
知
り
、
絳
帖
平
に
か
れ
の
書
学
を
見
、
続
書
譜
に
か
れ
の
書
法
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
と
言
つ
て
よ

く
、
そ
の
根
底
に
は
か
れ
が
平
生
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
精
思
と
涵
養
、
孫
氏
の
書
譜
の
こ
と
ば
を
借
る
な
ら
ば
、
智
巧
兼
優
、
心

手
双
暢
、
こ
れ
に
よ
つ
て
自
然
の
妙
有
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
精
神
の
あ
つ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

と
い
う（

（2
（

。「
智
巧
兼
優
、
心
手
双
暢
（
智
と
巧
と
兼
ね
て
優
り
、
心
と
手
と
双
つ
な
が
ら
暢
ぶ
）」
は
、『
書
譜
』
の
第
二
段
に
見
え
る
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言
葉
。観

夫
懸
針
垂
露
之
異
、
奔
雷
墜
石
之
奇
、
鴻
飛
獣
駭
之
資
、
鸞
舞
蛇
驚
之
態
、
絶
岸
頹
峰
之
勢
、
臨
危
拠
槁
之
形
。
或
重
若
崩
雲
、

或
軽
如
蟬
翼
。
導
之
則
泉
注
、
頓
之
則
山
安
。
繊
繊
乎
似
初
月
之
出
天
崖
、
落
落
乎
猶
衆
星
之
列
河
漢
、
同
自
然
之
妙
有
、
非
力

運
之
能
成
。
信
可
謂
智
巧
兼
優
、
心
手
双
暢
、
翰
不
虛
動
、
下
必
有
由
。

懸
針
・
垂
露
の
異
、
奔
雷
・
墜
石
の
奇
、
鴻
飛
・
獣
駭
の
資
、
鸞
舞
・
蛇
驚
の
態
、
絶
岸
・
頹
峰
の
勢
、
臨
危
・
拠
槁
の
形

（
と
い
っ
た
点
画
の
筆
法
）
を
観
察
す
る
と
、
崩
れ
る
ほ
ど
の
雲
の
よ
う
に
重
い
も
の
も
あ
れ
ば
、
蟬
の
羽
の
よ
う
に
軽
い
も

の
が
あ
る
。
泉
が
注
ぐ
よ
う
に
導
か
れ
る
も
の
、
山
の
よ
う
に
ど
っ
し
り
し
た
も
の
が
あ
る
。
繊
細
で
新
月
が
空
の
か
な
た
に

か
か
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
も
あ
れ
ば
、
無
数
の
星
が
天
の
川
に
き
ら
め
い
て
い
る
も
の
が
あ
る
。（
こ
う
し
た
筆
致
は
）
自

然
と
妙
を
同
じ
く
し
て
い
て
、
力
業
で
到
達
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
こ
と
に
、
見
識
・
技
術
と
も
に
優
れ
、
心
も
手
も
の

び
や
か
で
、
し
か
も
気
ま
ま
な
筆
使
い
は
せ
ず
、
用
筆
に
必
然
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

西
林
昭
一
氏
は
『
続
書
譜
』
訳
注
の
「
解
題
」
で
中
田
勇
次
郎
氏
の
見
解
を
引
用
し
た
上
で
、『
続
書
譜
』
か
ら
も
書
法
論
だ
け
で

な
く
姜
夔
の
書
理
論
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
と
く
に
「
風
神
」
に
注
目
す
る（

（2
（

。

（
か
れ
の
書
理
論
は
）
約
言
す
れ
ば
即
ち
、
風
神
篇
に
お
け
る
風
神
の
八
条
と
し
て
端
的
に
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
風
神

の
語
が
全
篇
を
通
じ
て
し
ば
し
ば
表
れ
、
こ
れ
を
超
邁
あ
る
い
は
蕭
散
な
ら
し
め
る
要
を
く
り
返
し
強
調
し
て
い
る
。
白
石
に
と

っ
て
の
風
神
と
は
、
自
然
の
理
法
に
合
一
し
た
心
に
よ
っ
て
生
れ
出
る
と
い
う
観
念
に
根
ざ
し
て
い
る
。
こ
の
風
神
を
止
揚
し
て
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姜夔の書論について

各
書
体
に
習
熟
し
た
「
心
手
相
応
」
の
境
地
こ
そ
、
か
れ
の
書
の
彼
岸
な
の
で
あ
る
。

「
風
神
」
は
精
神
的
な
格
調
の
高
さ
。
多
く
の
文
芸
理
論
用
語
と
同
じ
く
、
も
と
は
人
物
評
に
用
い
ら
れ
た
が
、『
南
史
』「
褚
彦
回
伝
」

に
は
「
宮
商
す
で
に
調
い
て
、
風
神
諧
い
暢
ぶ
」
と
あ
る
。「
宮
」「
商
」
は
、
音
階
の
名
。

た
だ
、『
続
書
譜
』
の
篇
目
を
あ
ら
た
め
て
見
て
み
る
と
、「
真
」「
草
」「
行
書
」「
用
筆
」「
用
墨
」「
臨
」「
書
丹
」「
方
円
」「
向
背
」

「
位
置
」「
疎
密
」
と
い
っ
た
書
法
に
関
す
る
条
が
や
は
り
多
く
、
理
論
的
な
条
は
「
情
性
」「
血
脈
」「
風
神
」
く
ら
い
で
、
こ
の
う
ち

「
情
性
」
は
ほ
ぼ
孫
過
庭
『
書
譜
』
か
ら
の
引
用
だ
っ
た
。『
続
書
譜
』
に
は
理
論
的
な
叙
述
が
少
な
く
、
書
理
論
の
構
築
よ
り
は
、
よ

り
具
体
的
な
作
品
に
も
と
づ
く
考
証
や
批
評
に
精
力
を
注
い
だ
よ
う
で
あ
る
。

中
田
勇
次
郎
氏
は
姜
夔
の
『
絳
帖
平
』
に
「
書
風
の
理
論
的
な
根
拠
」
が
あ
る
と
し
、

絳
帖
平
は
黄
伯
思
の
法
帖
刊
誤
を
も
と
と
し
、
更
に
綿
密
な
研
究
を
し
た
も
の
で
、
諸
帖
に
つ
い
て
の
真
偽
の
考
証
に
と
も
な
い
、

史
伝
の
穿
鑿
や
用
筆
の
吟
味
に
も
及
び
、
書
家
を
と
り
あ
げ
て
一
々
そ
の
上
下
を
品
第
し
、
時
に
は
書
論
を
挿
入
し
て
い
る
な
ど
、

極
め
て
精
到
な
も
の
で
あ
る
。

と
評
価
す
る（

（2
（

。
王
献
之
「
保
母
志
」
の
跋
も
、「
七
美
」
と
し
て
優
れ
た
点
を
挙
げ
、「
七
弁
」
と
し
て
疑
問
に
答
え
る
形
で
見
解
を
述

べ
、
き
わ
め
て
周
到
で
あ
る
。

姜
夔
は
書
を
誰
に
学
ん
だ
の
か
。
中
田
勇
次
郎
氏
は
「
姜
尭
章
の
書
学
」
で
、
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か
れ
が
泰
嘉
三
年
癸
亥
、
四
十
九
歳
の
こ
ろ
に
し
た
た
め
た
保
母
志
跋
に
、「
予
、
書
を
学
ぶ
こ
と
三
十
年
、
晩
に
筆
法
を
単
丙

文
に
得
た
り
、
世
、
知
る
も
の
な
し
。」
と
い
つ
て
い
る
。
か
れ
が
書
に
志
し
た
の
は
、
こ
の
年
か
ら
逆
算
し
て
、
ほ
ぼ
二
十
歳

の
こ
ろ
で
あ
り
、
晩
年
と
い
つ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
四
十
歳
に
な
つ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
こ
ろ
に
単
煒
を
師

と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

と
し
、
単
煒
（
字
は
丙
文
、
生
卒
年
不
詳
）
と
姜
夔
に
関
す
る
南
宋
の
記
事
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る（

（2
（

が
、
姜
夔
が
淳
熙
十
三
年
（
一
一

八
六
）
冬
、
三
十
二
歳
で
故
郷
の
漢
陽
（
い
ま
の
武
漢
市
西
）
を
離
れ
る
際
に
作
っ
た
詩
「
以
『
長
歌
意
無
極
、
好
為
老
夫
聴
』
為
韻
、

奉
別
沔
鄂
親
友
」
十
首
の
其
五
に
、「
単
侯
」
と
あ
り
、
原
注
に
「
単
煒
、
炳
文
」
と
い
う
。

山
陰
千
載
人
、	

山
陰
（
会
稽
）
の
千
年
も
名
を
伝
え
ら
れ
て
い
る
人
（
王
羲
之
）
は
、

揮
灑
照
八
極
。	

筆
を
ふ
る
っ
て
世
界
の
き
わ
ま
で
照
ら
し
た
。

只
今
定
武
刻
、	

今
は
定
武
刻
の
「
蘭
亭
序
」
が
、

猶
帯
龍
虎
筆
。	

龍
虎
に
擬
せ
ら
れ
た
そ
の
筆
致
を
な
お
も
帯
び
て
い
る
。

単
侯
出
機
杼
、	

単
侯
の
書
は
新
機
軸
を
出
し
て
い
る
が
、

豈
是
剣
舞
得
。	

（
張
旭
の
よ
う
に
）
剣
舞
を
見
て
得
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

余
波
入
竹
石
、	

書
法
の
余
波
は
竹
石
を
描
く
こ
と
に
も
及
び
、

絶
歎
咄
咄
逼
。	

な
ん
と
も
王
羲
之
に
逼
る
ほ
ど
、
た
い
し
た
も
の
だ
。
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姜夔の書論について

「
定
武
刻
」
は
、「
蘭
亭
序
」
の
定
武
刻
本
。「
龍
虎
筆
」
は
、
唐
の
太
宗
が
王
羲
之
の
伝
に
つ
け
た
賛
「
龍
の
天
門
に
跳
り
、
虎
の
鳳

閣
に
臥
す
」
の
言
葉
。「
劍
舞
」
は
、
草
書
で
有
名
な
張
旭
が
剣
舞
を
見
て
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
た
故
事
。「
余
波
入
竹
石
」
と
あ
り
、

単
煒
は
竹
石
な
ど
画
も
描
い
た
ら
し
い
。

姜
夔
の
若
い
頃
か
ら
の
友
人
だ
が
、
晩
年
に
な
っ
て
も
交
流
が
続
き
、
書
に
お
い
て
会
得
す
る
も
の
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

単
煒
が
古
琴
に
銘
を
書
い
て
姜
夔
に
贈
っ
た
（『
硯
北
雑
志
』
下
巻
に
見
え
る
）
と
い
い
、
姜
夔
の
琴
律
の
学
に
も
関
係
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
、
と
さ
れ
る（

（2
（

。

『
続
書
譜
』
を
刊
行
し
た
謝
采
伯
（
一
一
六
八
～
一
二
三
一
）
は
、
字
は
元
若
、
嘉
泰
二
年
（
一
二
〇
二
）
の
進
士
。
父
は
宰
相
の

謝
深
甫
で
、
な
か
な
か
の
名
家
で
あ
る
。
謝
采
伯
の
序
に
云
う
、

姜
夔
、
字
尭
章
、
番
陽
布
衣
也
。
自
号
為
白
石
生
、
好
学
無
所
不
通
。
嘗
請
於
朝
、
欲
是
正
頌
台
楽
律
、
以
議
不
合
而
罷
。
有
大

楽
議
・
琴
瑟
攷
・
鐃
歌
等
書
伝
於
世
。
予
略
識
於
一
友
人
処
、
知
其
為
名
士
、
頗
敬
之
、
不
知
其
能
書
也
。
近
閱
其
手
墨
数
紙
、

運
筆
遒
勁
、
波
瀾
老
成
。
又
得
其
所
著
続
書
譜
一
巻
、
議
論
精
到
、
三
読
三
嘆
、
真
擊
書
学
之
蒙
者
也
。
夫
自
大
学
不
明
、
而
小

学
尽
廃
、
遊
心
六
芸
者
固
已
絶
無
堇
有
、
而
尭
章
乃
用
志
刻
苦
、
筆
法
入
能
品
。
予
固
恨
其
不
遇
於
時
、
又
自
恨
向
者
不
能
尽
知
、

而
不
獲
枢
衣
北
面
以
請
也
。
因
為
鋟
木
以
誌
吾
過
云
。
嘉
定
戊
辰
天
台
謝
采
伯
元
若
引
。

姜
夔
、
字
は
尭
章
、
番
陽
の
布
衣
で
あ
る
。
自
ら
号
し
て
白
石
生
と
い
う
。
学
問
を
好
ん
で
通
暁
し
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。

か
つ
て
朝
廷
に
願
い
出
て
、
頌
台
（
礼
楽
、
祭
祀
を
扱
う
官
署
）
の
楽
律
を
是
正
し
よ
う
と
し
た
が
、
議
論
の
合
致
を
見
ず
、

取
り
や
め
と
な
っ
た
。『
大
楽
議
』『
琴
瑟
攷
』「
鐃
歌
」
等
の
書
籍
が
世
に
伝
わ
る
。
私
は
お
も
に
あ
る
友
人
の
と
こ
ろ
で
、

そ
の
名
士
た
る
を
知
り
、
す
こ
ぶ
る
尊
敬
し
て
い
た
が
、
書
を
能
く
す
る
こ
と
ま
で
は
知
ら
な
か
っ
た
。
近
ご
ろ
そ
の
手
墨
数
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紙
を
閲
し
、
運
筆
は
力
強
く
、
気
勢
が
あ
り
老
練
で
あ
る
。
ま
た
著
書
『
続
書
譜
』
一
巻
を
得
た
。
議
論
は
精
緻
周
到
、
三
読

三
嘆
し
、
ま
こ
と
に
書
学
の
蒙
を
撃
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
大
学
が
明
ら
か
で
な
く
な
っ
て
か
ら
、
小
学
は
こ
と
ご
と

く
廃
れ
、
心
を
六
芸
に
遊
ば
せ
る
者
、
も
と
よ
り
す
で
に
絶
え
て
い
ず
れ
も
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
尭
章
は
志
を
用
い

て
刻
苦
勉
励
し
、
筆
法
は
能
品
に
入
る
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
時
勢
に
あ
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
本
当
に
残
念
に
思
う
し
、
も
っ
と
前

に
詳
し
く
知
っ
て
い
た
ら
、
衣
を
か
か
げ
て
北
面
し
て
教
え
を
請
う
た
の
に
と
自
ら
を
恨
め
し
く
思
う
。
そ
こ
で
版
に
刻
ん
で

我
が
過
ち
を
し
る
す
。
嘉
定
戊
辰
（
一
二
○
八
）
天
台
の
謝
采
伯
元
若
引
。

姜
夔
の
『
続
書
譜
』
を
趙
孟
頫
（
一
二
五
四
～
一
三
二
二
。
南
宋
の
二
代
皇
帝
孝
宗
の
兄
趙
伯
圭
の
玄
孫
）
が
書
き
写
し
た
（
そ
の

半
ば
が
明
代
ま
で
伝
わ
っ
た
）
と
い
い
、
趙
孟
頫
の
従
兄
の
趙
孟
堅
（
一
一
九
九
～
一
二
九
五
）
は
姜
夔
愛
蔵
の
定
武
本
「
蘭
亭
序
」

を
入
手
し
、
船
で
帰
る
時
に
行
李
が
水
に
落
ち
て
、
こ
の
「
蘭
亭
」
の
み
を
あ
わ
て
て
拾
い
上
げ
た
（「
落
水
本
蘭
亭
」
の
故
事
）。
姜

夔
と
趙
家
の
関
係
は
さ
ら
に
あ
り
、
寧
宗
の
嘉
泰
二
年
（
一
二
○
二
）
に
雲
間
の
銭
希
武
が
刊
刻
し
た
『
白
石
道
人
歌
曲
』
六
巻
に
、

淳
祐
十
一
年
（
一
二
五
一
）、
趙
与
訔
（
一
二
一
三
～
一
二
六
五
、
趙
猛
頫
の
父
）
が
後
記
を
書
き
、
こ
れ
が
姜
夔
の
子
の
瑛
に
渡
さ

れ
、
明
初
の
陶
宗
儀
が
こ
れ
を
抄
し
、
清
代
に
な
っ
て
世
に
現
れ
、
広
ま
っ
た
。

二
、
姜
夔
の
文
芸
理
論
と
書
論

『
続
書
譜
』
は
『
書
譜
』
の
続
編
を
任
じ
て
い
た
せ
い
か
、「
血
脈
」「
情
性
」
な
ど
の
条
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
理
論
的
な
論
述

は
少
な
か
っ
た
。
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そ
れ
に
対
し
て
、
姜
夔
が
若
い
頃
に
書
い
た
詩
論
「
詩
説
」
に
は
、
伝
統
的
な
文
芸
批
評
の
用
語
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
「
詩

説
」
は
、

短
く
抽
象
的
な
論
か
ら
な
り
具
体
的
な
作
品
を
挙
げ
な
い
。
詩
話
の
常
と
し
て
体
系
的
で
は
な
い
が
、
そ
の
内
容
に
は
作
詩
技
法

に
つ
い
て
の
直
接
的
な
示
唆
を
含
み
、
北
宋
後
半
の
蘇
軾
・
黄
庭
堅
を
頂
点
と
す
る
江
西
派
の
影
響
が
強
く
、
楊
万
里
の
詩
論
も

踏
ま
え
て
い
る
。

と
評
さ
れ
る（

（2
（

。

「
詩
説
」
は
そ
の
序
に
、
淳
熙
十
三
年
（
一
一
八
六
）
三
十
二
歳
、
湖
南
の
衡
山
に
遊
ん
だ
折
に
黄
庭
堅
と
お
ぼ
し
き
仙
人
か
ら
一

巻
の
書
を
恵
ま
れ
た
、
と
い
う
体
に
な
っ
て
お
り
、
中
田
勇
次
郎
氏
は
「
こ
の
一
篇
は
い
わ
ば
江
西
派
の
詩
論
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か（

（2
（

」
と
し
、「
精
思
」
と
「
涵
養
」
を
貴
ぶ
二
条
、
陶
淵
明
と
杜
甫
を
貴
ぶ
二
条
、『
詩
経
』
に
関
す
る
一
条
、「
高
妙
」
を
説

く
二
条
、「
意
」
と
「
格
」
を
述
べ
る
四
条
、「
小
詩
」
と
「
大
篇
」
の
作
り
方
を
論
じ
る
四
条
、
詩
の
作
り
方
の
難
易
に
関
す
る
四
条
、

詩
の
「
含
蓄
」
を
貴
ぶ
四
条
、
と
い
う
具
合
に
、
内
容
に
よ
っ
て
整
理
し
な
が
ら
、「
詩
説
」
の
中
か
ら
い
く
つ
か
選
ん
で
紹
介
し
て

い
る（

（2
（

。
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）、
四
十
二
歳
の
と
き
に
編
纂
し
た
詩
集
の
自
序
に
、「
江
西
」
の
語
が
出
て
く
る
。

近
過
梁
谿
、
見
尤
延
之
先
生
、
問
余
詩
自
誰
氏
。
余
對
以
異
時
泛
閱
衆
作
、
已
而
病
其
駮
如
也
、
三
薫
三
沐
、
師
黄
太
史
氏
。
居

数
年
、
一
語
噤
不
敢
吐
、
始
大
悟
学
即
病
、
顧
不
若
無
所
学
之
為
得
、
雖
黄
詩
亦
偃
然
髙
閣
矣
。
先
生
因
為
余
言
、
近
世
人
士
喜
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宗
江
西
、
温
潤
有
如
范
致
能
者
乎
。
痛
快
有
如
楊
廷
秀
者
乎
。
髙
古
如
蕭
東
夫
、
俊
逸
如
陸
務
観
、
是
皆
自
出
機
軸
、
亶
有
可
観

者
、
又
奚
以
江
西
為
。

ち
か
ご
ろ
梁
渓
に
尤
延
之
先
生
（
尤
袤
）
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
先
生
は
私
に
だ
れ
の
詩
を
学
ん
で
い
る
の
か
と
尋
ね
ら
れ
た
。

そ
こ
で
私
は
こ
う
答
え
た
、「
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
作
を
広
く
読
み
ま
し
た
が
、
ど
う
も
駁
然
と
し
て
い
る
の
で
、
三
薫
三
沐

し
て
、
も
っ
ぱ
ら
黄
太
史
（
黄
庭
堅
）
を
師
と
し
、
数
年
の
あ
い
だ
一
言
も
吐
か
ず
に
黙
々
と
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
は
じ
め

て
、
学
ぶ
こ
と
は
弊
害
で
あ
っ
て
、
学
ば
な
い
方
が
か
え
っ
て
得
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
大
い
に
悟
り
ま
し
た
」
と
。
す
る
と
尤

先
生
は
私
の
た
め
に
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
た
、「
近
頃
の
人
は
こ
の
ん
で
江
西
（
黄
庭
堅
）
を
宗
と
し
て
い
る
が
、
温
潤
な
も
の

で
は
范
成
大
の
よ
う
な
人
が
い
る
で
は
な
い
か
。
痛
快
な
も
の
で
は
楊
万
里
の
よ
う
な
人
が
い
る
で
は
な
い
か
。
高
古
な
も
の

で
は
蕭
徳
藻
の
よ
う
な
人
、
俊
逸
な
も
の
で
は
陸
游
の
よ
う
な
人
が
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
新
し
い
機
軸
を
出
し
て
、
大
い

に
観
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
。
な
に
も
江
西
（
黄
庭
堅
）
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
も
よ
い
で
は
な
い
か
」
と
。

姜
夔
は
鄱
陽
（
い
ま
の
江
西
省
波
陽
）
の
生
ま
れ
、
幼
い
こ
ろ
に
父
の
赴
任
に
従
っ
て
漢
陽
へ
移
っ
た
。
黄
庭
堅
の
故
郷
は
洪
州
分

寧
（
い
ま
の
江
西
省
修
水
）、
鄱
陽
湖
の
西
で
、
黄
庭
堅
の
甥
の
徐
俯
が
豫
章
詩
社
を
結
成
し
た
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
黄
庭
堅
の
詩
風

を
宗
と
す
る
江
西
出
身
の
詩
人
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
、
南
宋
初
め
に
呂
本
中
が
『
江
西
詩
社
宗
派
図
』
を
著
わ
し
て
系

譜
を
ま
と
め
る
に
及
び
、「
江
西
派
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
姜
夔
が
ま
ず
黄
庭
堅
に
学
ん
だ
の
は
、
土
地
柄
も
影
響
し
て
い

る
か
も
知
れ
な
い
。
姜
夔
は
、
黄
庭
堅
が
か
つ
て
見
た
こ
と
の
あ
る
「
蘭
亭
序
」
を
入
手
し
た
（「
題
蘭
亭
旧
本
」、
宋
・
桑
世
昌
『
蘭

亭
考
』
巻
七
に
見
え
る
）
と
い
い
、
黄
庭
堅
の
孫
、
黄
子
邁
（
子
邁
は
字
）
が
そ
れ
を
見
に
訪
ね
て
き
た
（「
題
別
本
蘭
亭
帖
」、
宋
・

余
淞
『
蘭
亭
続
考
』
巻
一
に
見
え
る
）
と
い
う
。
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姜
夔
は
黄
庭
堅
の
詩
学
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
詩
集
の
自
序
（
其
二
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
云
う
、

作
者
求
与
古
人
合
、
不
若
求
与
古
人
異
。
求
与
古
人
異
、
不
若
求
与
古
人
合
而
不
能
不
合
、
不
求
与
古
人
異
而
不
能
不
異
。
彼
惟

有
見
乎
詩
也
、
故
向
也
求
与
古
人
合
、
今
也
求
与
古
人
異
、
及
其
無
見
乎
詩
已
、
故
不
求
与
古
人
合
而
不
能
不
合
、
不
求
与
古
人

異
而
不
能
不
異
。
其
來
如
風
、
其
止
如
雨
、
如
印
印
泥
、
如
水
在
器
、
其
蘇
子
所
謂
不
能
不
為
者
乎
。

詩
を
つ
く
る
人
が
、
古
人
と
合
す
る
こ
と
を
求
め
る
の
は
、
古
人
と
異
な
る
こ
と
を
求
め
る
の
に
及
ば
な
い
。
古
人
と
異
な
る

こ
と
を
求
め
る
の
は
、
古
人
と
合
す
る
こ
と
を
求
め
ず
し
て
合
せ
ず
に
い
ら
れ
ず
、
古
人
と
異
な
る
こ
と
を
求
め
ず
し
て
異
な

ら
ず
に
い
ら
れ
な
い
の
に
及
ば
な
い
。
そ
の
人
は
詩
ば
か
り
見
て
い
る
の
で
、
は
じ
め
は
古
人
と
合
す
る
こ
と
を
求
め
、
今
は

古
人
と
異
な
る
こ
と
を
求
め
、
詩
を
見
な
い
よ
う
に
な
る
と
、
古
人
と
合
す
る
こ
と
を
求
め
ず
し
て
合
せ
ず
に
い
ら
れ
ず
、
古

人
と
異
な
る
こ
と
を
求
め
ず
し
て
異
な
ら
ず
に
い
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
風
が
吹
く
よ
う
に
来
て
、
雨
が
降
る

よ
う
に
止
ま
り
、
印
を
泥
に
印
す
る
よ
う
で
あ
り
、
水
が
器
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
蘇
東
坡
の
い
わ
ゆ
る
「
為
さ
ざ
る

能
わ
ず
」
で
あ
ろ
う
か
。

「
如
印
印
泥
（
印
を
泥
に
印
す
る
が
如
し
）」
は
、「
詩
説
」
中
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
構
想
と
表
現
様
式
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
条
で
、

意
出
于
格
、
先
得
格
也
。
格
出
于
意
、
先
得
意
也
。
吟
詠
情
性
、
如
印
印
泥
、
止
乎
礼
義
、
貴
涵
養
也
。

意
は
格
か
ら
出
る
の
で
、
ま
ず
格
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
格
は
意
か
ら
出
る
の
で
、
ま
ず
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

情
性
を
吟
詠
す
る
に
は
、
印
を
泥
に
印
す
る
よ
う
に
、
礼
儀
に
と
ど
ま
り
、
涵
養
を
貴
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
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と
あ
る
。
詩
の
批
評
に
書
の
用
語
を
用
い
て
い
る
の
だ
が
、「
如
印
印
泥
（
印
を
泥
に
印
す
る
が
如
し
）」
は
も
と
も
と
黄
庭
堅
が
王
羲

之
の
書
を
比
喩
し
た
も
の
で
、
姜
夔
『
絳
帖
平
』
巻
六
に
、
黄
庭
堅
「
題
絳
本
法
帖
」
を
引
い
て
、

王
氏
書
法
以
為
如
錐
画
沙
、
如
印
印
泥
。
蓋
言
鋒
蔵
筆
中
、
意
在
筆
前
耳
。

王
氏
の
書
法
は
、
錐
で
砂
上
に
書
い
た
よ
う
、
印
で
泥
に
印
し
た
よ
う
、
と
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
鋒
を
筆
中
に
か
く
し
、
意
が

筆
前
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

と
あ
る
。

姜
夔
の
「
詩
説
」
は
、
全
体
と
し
て
抽
象
的
で
短
い
文
章
が
相
互
の
排
列
に
あ
ま
り
統
一
性
の
な
い
形
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
最
後

の
条
に
、

詩
説
之
作
、
非
為
能
詩
者
作
也
、
為
不
能
詩
者
作
、
而
使
之
能
詩
。

『
詩
説
』
を
作
っ
た
の
は
、
詩
を
作
れ
る
人
の
た
め
に
で
は
な
く
、
詩
を
作
れ
な
い
人
が
詩
を
作
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、

作
っ
た
。

と
あ
り
、
批
評
の
た
め
の
批
評
で
は
な
く
、
実
作
の
た
め
の
批
評
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
黄
庭
堅
の
「
実
作
者
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
、
書

の
技
術
に
関
す
る
言
葉
を
、
欧
陽
脩
や
蘇
軾
と
は
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
に
随
所
で
吐
い
て
い
る（

（3
（

」
と
い
う
姿
勢
を
受
け
継
い

だ
と
も
言
え
る
。
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「
詩
説
」
に
は
、
音
楽
に
関
す
る
言
葉
も
見
え
る
。

一
家
之
語
、
自
有
一
家
之
風
味
。
如
楽
之
二
十
四
調
、
各
有
韻
声
、
乃
是
帰
宿
処
。
模
倣
者
語
雖
似
之
、
韻
亦
無
矣
。

一
家
の
語
に
は
、
お
の
ず
か
ら
一
家
の
風
味
が
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
音
楽
の
二
十
四
調
に
、
そ
れ
ぞ
れ
韻
声
が
あ
り
、
お
の
お
の

帰
宿
す
る
所
が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
模
倣
す
る
人
が
言
葉
だ
け
を
真
似
て
も
、
風
韻
が
な
い
。

「
詩
説
」
に
は
多
く
の
文
芸
批
評
用
語
が
登
場
し
、「
一
つ
一
つ
の
用
語
に
六
朝
時
代
以
降
続
く
文
芸
論
の
厚
い
蓄
積
が
あ
る（

（3
（

」
の
だ

が
、
能
書
家
や
書
論
、
画
家
や
画
論
の
輩
出
は
、
後
漢
の
末
か
ら
顕
著
に
な
る
。
蔡
倫
の
製
法
に
よ
る
紙
の
普
及
が
大
い
に
関
係
し
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
後
漢
末
の
建
安
年
間
に
は
、
後
に
魏
を
建
国
す
る
曹
操
ら
が
中
心
と
な
っ
て
文
壇
が
形
成
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
の
儒
家
的
、
礼
楽
的
な
型
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
闊
達
な
作
品
が
生
み
だ
さ
れ
、
曹
丕
が
「
典
論
・
論
文
」
を
書
い
た
。

こ
れ
が
嚆
矢
と
な
り
、
以
後
、
文
学
批
評
も
盛
ん
に
な
る
。

そ
れ
以
前
の
文
芸
理
論
の
中
心
は
、
音
楽
だ
っ
た
。『
書
経
』「
舜
典
」
に
「
詩
は
志
を
言
う
」
と
あ
り
、『
詩
経
』「
大
序
」
に
「
詩

は
志
の
之
く
所
な
り
」
と
あ
る
が
、
詩
は
音
楽
と
不
可
分
だ
っ
た
。

『
詩
経
』「
大
序
」
に
云
う
、

詩
者
志
之
所
之
也
。
在
心
為
志
、
発
言
為
詩
。
情
動
於
中
、
而
形
於
言
。
言
之
不
足
、
故
嗟
歎
之
。
嗟
歎
之
不
足
、
故
永
歌
之
。

永
歌
之
不
足
、
不
知
手
之
舞
之
、
足
之
蹈
之
也
。
情
発
於
声
、
声
成
文
、
謂
之
音
。
治
世
之
音
、
安
以
楽
、
其
政
和
。
乱
世
之
音
、

怨
之
怒
、
其
政
乖
。
亡
国
之
音
、
哀
以
思
、
其
民
困
。
故
正
得
失
、
動
天
地
、
感
鬼
神
、
莫
近
於
詩
。
先
王
以
是
経
夫
婦
、
成
孝
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敬
、
厚
人
倫
、
美
教
化
、
移
風
俗
。

詩
は
志
の
向
か
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
心
の
中
に
あ
る
と
き
は
志
で
あ
り
、
言
葉
に
な
っ
て
発
せ
ら
れ
る
と
詩
に
な
る
。
心
の
中

で
感
情
が
動
く
と
、
言
葉
に
な
っ
て
表
れ
る
。
言
葉
で
言
い
尽
く
せ
な
い
と
、「
あ
あ
」
と
感
嘆
の
声
が
も
れ
る
。
感
嘆
し
て

も
足
り
な
い
と
、
声
を
長
く
引
き
節
を
つ
け
て
歌
う
。
歌
っ
て
も
足
り
な
い
と
、
手
足
が
自
然
と
動
き
だ
し
て
舞
踏
に
な
る
。

「
情
」
は
「
声
」
に
な
っ
て
発
せ
ら
れ
、「
声
」
が
「
文あ
や

」
に
な
る
と
、
こ
れ
を
「
音
」
と
い
う
。
治
世
の
音
は
、
安
ら
か
で
楽

し
い
。
政
治
が
調
和
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
乱
世
の
音
は
、
怨
み
と
怒
り
に
満
ち
て
い
る
。
政
治
が
乖
離
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
亡
国
の
音
は
、
哀
し
み
と
憂
い
に
満
ち
て
い
る
。
民
が
困
窮
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
社
会
の
得
失
を
正
し
、

天
地
の
鬼
神
を
感
動
さ
せ
る
に
は
、
詩
に
勝
る
も
の
は
な
い
。
先
王
は
詩
に
よ
っ
て
夫
婦
の
関
係
を
た
だ
し
、
父
母
や
君
主
を

敬
わ
せ
、
人
倫
を
厚
く
し
、
教
化
を
広
げ
、
風
俗
を
改
め
た
。

心
の
中
に
あ
る
「
志
」
に
言
葉
が
与
え
ら
れ
、
外
に
「
詩
」
と
な
っ
て
現
れ
る
。「
あ
あ
」
と
い
う
感
嘆
は
、
た
か
ぶ
る
と
「
歌
」

に
な
り
、
手
足
も
自
然
と
動
い
て
「
舞
踏
」
と
な
る
。
こ
う
し
て
心
の
う
ち
の
思
い
は
、
詩
と
歌
と
舞
踏
が
一
体
と
な
っ
た
形
式
で
、

外
に
現
れ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
表
現
者
の
そ
れ
で
あ
る
。
心
の
中
に
あ
る
「
情
」
が
「
声
」
と
し
て
発
せ
ら
れ
、「
文あ
や

」
が
加
わ

っ
て
「
音
」
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、「
音
」
か
ら
逆
に
心
の
中
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
鑑
賞
者
の
プ
ロ
セ
ス

で
あ
る
。
外
に
現
れ
た
る
「
詩
」
を
正
せ
ば
、
心
の
中
に
あ
る
「
志
」
も
正
さ
れ
る
。
為
政
者
に
と
っ
て
の
「
詩
」
の
効
用
で
あ
る
。

『
詩
経
』「
大
序
」
と
ほ
ぼ
同
じ
枠
組
み
で
礼
楽
思
想
に
も
と
づ
く
音
楽
論
を
展
開
し
て
い
る
の
が
『
礼
記
』「
楽
記
」
で
、『
詩
経
』

「
大
序
」
と
同
様
に
六
朝
以
降
の
文
芸
論
に
も
影
響
を
与
え
て
お
り
、
孫
過
庭
『
書
譜
』
に
も
『
礼
記
』「
楽
記
」
に
典
故
の
あ
る
表
現

が
使
わ
れ
て
い
た
の
は
、
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
姜
夔
の
「
音
楽
論
は
、
姜
夔
の
使
用
し
た
用
語
だ
け
に
絞
る
と
ほ
と
ん
ど
孤
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立
し
て
い
る
が
、
書
画
論
全
体
に
拡
大
す
れ
ば
そ
の
限
り
で
は
な
い（

（3
（

」
の
は
、
文
芸
批
評
の
歴
史
に
鑑
み
れ
ば
、
異
と
す
る
に
は
足
ら

な
い
。

松
尾
肇
子
氏
は
姜
夔
の
音
楽
論
に
つ
い
て
、
文
芸
批
評
用
語
が
見
え
る
作
品
を
挙
げ
て
分
析
し
て
い
る（

（3
（

。
例
え
ば
、
琴
曲
「
古
怨
」

の
序
に
は
「
流
美
」
と
あ
り
、「
角
招
」
詞
の
序
に
は
「
儒
雅
」
と
あ
り
、「
霓
裳
中
序
第
一
」
詞
の
序
に
は
「
閑
雅
」
と
あ
り
、「
暗

香
」
詞
の
序
に
は
「
諧
婉
」
と
あ
り
、「
凄
涼
犯
」
詞
の
序
に
は
「
美
」
と
あ
る
。「
韻
」
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
多
く
が
六

朝
時
代
に
は
人
物
評
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
姜
夔
の
「
詩
説
」
の
最
初
の
条
に
、

大
凡
詩
、
自
有
気
象
、
体
面
、
血
脈
、
韻
度
。

お
よ
そ
詩
に
は
、
お
の
ず
か
ら
気
象
と
体
面
と
血
脈
と
韻
度
と
が
あ
る
。

と
、
人
間
の
身
体
を
比
喩
と
し
て
文
芸
を
論
じ
る
の
も
、
伝
統
的
な
文
芸
批
評
を
踏
襲
し
て
い
る
。

「
流
美
」「
儒
雅
」「
閑
雅
」「
諧
婉
」「
美
」、
い
ず
れ
も
プ
ラ
ス
の
評
価
だ
が
、
反
対
の
概
念
は
と
い
え
ば
、「
駁
」
で
あ
ろ
う
。
音

節
が
調
わ
な
い
、「
不
諧
（
諧
わ
ず
）」
と
い
う
こ
と
だ
が
、
音
節
が
調
っ
て
い
な
い
結
果
、
作
品
に
「
美
」
を
損
な
う
も
の
が
ま
じ
っ

て
い
る
、
そ
れ
が
「
駁
」
で
あ
る
。

「
徴
招
」
詞
（「
流
美
」
の
語
も
引
用
の
形
で
見
え
る
）
に
、「
音
節
駁
な
り
」
と
あ
る
。「
徴
招
」
詞
の
序
に
云
う
、

徴
招
・
角
招
者
、
政
和
間
大
晟
府
嘗
製
数
十
曲
、
音
節
駁
也
。
予
嘗
考
唐
田
畸
声
律
要
訣
云
、「
徴
与
二
変
之
調
、
咸
非
流
美
」、

故
自
古
少
徴
調
曲
也
。
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徴
招
・
角
招
は
、
政
和
年
間
に
大
晟
府
が
数
十
曲
作
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
音
節
が
「
駁
」
だ
っ
た
。
私
は
か
つ
て
唐
の
田

畸
『
声
律
要
訣
』
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
徴
と
二
変
の
調
は
、
ど
ち
ら
も
流
美
で
は
な
い
」
と
あ
っ
た
、
だ
か
ら
昔
か
ら
徴
調

の
曲
は
少
な
か
っ
た
の
だ
。

以
下
、
琴
を
も
と
に
か
な
り
専
門
的
な
楽
律
論
が
展
開
さ
れ
る（

（3
（

。

徴
為
去
母
調
、
如
黄
鐘
之
徴
、
以
黄
鐘
為
母
、
不
用
黄
鐘
乃
諧
、
故
隋
唐
旧
譜
不
用
母
声
。
琴
家
無
媒
調
・
商
調
之
類
皆
徴
也
、

亦
皆
具
母
弦
而
不
用
。
其
説
詳
于
予
所
作
琴
書
。
…
…
此
一
曲
乃
予
昔
所
製
、
因
旧
曲
正
宮
斉
天
楽
慢
前
両
拍
是
徴
調
、
故
足
成

之
。
雖
兼
用
母
声
、
較
大
晟
曲
為
無
病
矣
。

徴
は
去
母
調
で
あ
る
。
た
と
え
ば
黄
鐘
の
徴
は
、
黄
鐘
を
母
と
す
る
。
黄
鐘
を
用
い
な
け
れ
ば
諧
う
の
で
、
隋
唐
の
旧
譜
で
は

母
声
が
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
琴
家
の
無
媒
調
・
商
調
の
類
は
、
み
な
徴
で
あ
り
、
ま
た
み
な
母
弦
が
あ
っ
て
も
用
い
な
い
。

こ
の
説
に
つ
い
て
私
は
『
琴
書
』
に
詳
し
く
述
べ
た
。
…
…
こ
の
曲
は
私
が
以
前
作
っ
た
も
の
で
、
旧
曲
の
正
宮
「
斉
天
楽

慢
」
の
前
の
二
拍
が
徴
調
な
の
で
、
増
や
し
て
こ
の
曲
に
な
っ
た
。
母
声
を
兼
ね
て
用
い
て
い
る
が
、
大
晟
曲
よ
り
は
弊
は
な

い
だ
ろ
う
。

『
琴
書
』
が
散
逸
し
た
の
で
理
論
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
琴
の
「
母
弦
を
使
わ
な
い
」
曲
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
旧
曲
を
ア
レ
ン
ジ
し
て

徴
調
の
曲
と
し
て
作
っ
た
の
が
、「
徴
招
」
詞
で
あ
っ
た
。

琴
曲
「
古
怨
」
も
「
流
美
」
と
評
さ
れ
、「
美
」
と
あ
る
「
凄
涼
犯
」
詞
も
も
と
は
「
凄
涼
調
」
の
琴
曲
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
、
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琴
と
「
美
」
は
姜
夔
に
と
っ
て
、
結
び
つ
き
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。

『
礼
記
』「
楽
記
」
の
「
楽
本
篇
」
で
は
、
音
楽
が
生
ま
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
「
声
」「
音
」「
楽
」
に
分
け
て
云
う
、

凡
音
之
起
、
由
人
心
生
也
。
人
心
之
動
、
物
使
之
然
也
。
感
於
物
而
動
、
故
形
於
声
。
声
相
応
、
故
生
変
、
変
成
方
、
謂
之
音
。

比
音
而
楽
之
、
及
干
戚
羽
旄
、
謂
之
楽
。
凡
音
者
、
生
於
人
心
者
也
。
楽
者
、
通
倫
理
者
也
。
是
故
知
声
而
不
知
音
者
、
禽
獣
是

也
。
知
音
而
不
知
楽
者
、
衆
庶
是
也
。
唯
君
子
為
能
知
楽
。

お
よ
そ
「
音
」
が
起
こ
る
の
は
、
人
の
心
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
る
。
人
の
心
が
動
く
の
は
、
物
が
そ
う
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
物

に
感
じ
て
動
く
の
で
、「
声
」
と
し
て
形
が
あ
ら
わ
れ
る
。「
声
」
が
呼
応
し
あ
っ
て
、
変
化
が
生
じ
、
変
化
が
「
方
（
法

則
）」
と
な
る
と
、
こ
れ
を
「
音
」
と
い
う
。「
音
」
を
並
べ
て
こ
れ
を
楽
し
み
、
干
（
た
て
）
や
戚
（
お
の
）、
羽
（
鳥
の
羽

毛
を
飾
っ
た
旗
）
や
旄
（
牛
の
尻
の
毛
で
飾
っ
た
旗
）
を
手
に
し
て
舞
う
、
こ
れ
を
「
楽
」
と
い
う
。
お
よ
そ
「
音
」
は
、
人

の
心
か
ら
生
ま
れ
る
。「
楽
」
は
、
倫
理
を
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
声
」
を
知
っ
て
「
音
」
を
知
ら
な
い
の
は
、

禽
獣
が
そ
う
で
あ
る
。「
音
」
を
知
っ
て
「
楽
」
を
知
ら
な
い
の
は
、
庶
民
が
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
君
子
だ
け
が
、「
楽
」
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

外
に
発
せ
ら
れ
る
「
声
」
は
、
禽
獣
に
も
見
ら
れ
る
。「
声
」
に
「
方
（
法
則
）」
が
加
わ
っ
て
「
音
」
と
な
る
と
、
人
間
だ
け
が
操
る
。

た
だ
し
君
子
で
あ
れ
ば
、「
楽
」
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
楽
」
は
「
倫
理
を
通
ず
る
」
機
能
を
持
つ
。

知
楽
則
幾
於
礼
矣
。
礼
楽
皆
得
、
謂
之
有
徳
。
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「
楽
」
を
知
れ
ば
、「
礼
」
も
ほ
ぼ
理
解
で
き
る
。「
礼
」「
楽
」
と
も
に
得
た
者
を
、「
徳
」
が
あ
る
と
い
う
。

姜
夔
が
布
衣
の
身
で
あ
り
な
が
ら
「
大
楽
議
」
を
奏
上
し
、
宋
室
の
「
徳
」
が
「
火
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
も
と
づ
い
て
礼
楽
を

正
そ
う
と
し
た
の
は
、
ま
さ
に
「
音
」
で
は
な
く
「
楽
」
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、『
礼
記
』「
楽
記
」
の
音
楽
モ
デ
ル
に
そ
っ
て
い

る
。『

礼
記
』「
楽
記
」
の
「
楽
情
篇
」
で
は
、「
楽
」
に
関
与
す
る
人
に
も
段
階
が
あ
る
と
し
、「
徳
」
の
あ
る
者
と
そ
れ
以
外
、「
楽
」

の
社
会
的
機
能
を
理
解
し
て
い
る
者
と
そ
う
で
な
い
者
と
に
区
分
す
る
。

楽
者
、
非
謂
黄
鐘
大
呂
弦
歌
干
揚
也
。
楽
之
末
節
也
、
故
童
者
舞
之
。
鋪
筵
席
、
陳
尊
俎
、
列
籩
豆
、
以
升
降
為
礼
者
、
礼
之
末

節
也
、
故
有
司
掌
之
。
楽
師
弁
乎
声
詩
、
故
北
面
而
弦
。
宗
祝
弁
乎
宗
廟
之
礼
、
故
後
尸
。
商
祝
弁
乎
喪
礼
、
故
後
主
人
。
是
故

徳
成
而
上
、
芸
成
而
下
、
行
成
而
先
、
事
成
而
後
。

「
楽
」
と
は
、
黄
鐘
・
大
呂
と
い
っ
た
音
律
や
弦
歌
（
楽
器
を
演
奏
し
な
が
ら
歌
う
）、
干
揚
（
道
具
を
手
に
舞
う
）
で
は
な
い
。

そ
れ
は
「
楽
」
の
末
節
で
あ
る
か
ら
、
童
子
が
舞
う
。
宴
席
を
設
け
て
、
酒
や
供
物
を
並
べ
、
祭
壇
を
登
っ
た
り
下
り
た
り
す

る
の
は
、
礼
の
末
節
で
あ
る
か
ら
、
司
掌
が
お
こ
な
う
。
楽
師
は
「
声
」
と
「
詩
（
歌
辞
）」
に
詳
し
い
か
ら
、
天
子
に
向
か

っ
て
演
奏
す
る
。
宗
祝
は
宗
廟
の
祭
祀
の
儀
礼
を
管
理
す
る
役
割
な
の
で
、
形
代
の
後
ろ
に
い
る
。
商
祝
は
服
喪
の
際
の
礼
法

を
切
り
盛
り
す
る
役
割
な
の
で
、
喪
主
の
後
ろ
に
い
る
。
こ
れ
ゆ
え
、
徳
の
あ
る
も
の
が
上
位
に
あ
り
、
芸
に
秀
で
た
も
の
は

下
位
に
あ
る
し
、
徳
あ
る
行
い
が
先
で
、
事
務
的
な
遂
行
は
後
な
の
で
あ
る
。
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「
楽
」
に
関
与
す
る
者
の
二
種
類
の
区
分
は
、
科
挙
制
度
の
確
立
に
よ
っ
て
政
治
の
担
い
手
が
士
人
（
道
徳
的
理
念
を
持
つ
）
と
吏

胥
（
実
務
者
）
に
分
か
れ
た
北
宋
の
時
代
、
再
び
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
単
な
る
「
技
」
と
し
て
の
芸
術
は
貶
め
ら
れ
、「
道
」

と
し
て
の
芸
術
も
し
く
は
「
徳
」
と
し
て
の
芸
術
が
重
視
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
ア
ル
チ
ザ
ン
と
ア
ー
チ
ス
ト
が
区
別
さ
れ
、
芸
術
の
制

作
者
も
鑑
賞
者
も
人
格
の
表
現
と
し
て
の
芸
術
、
い
わ
ゆ
る
精
神
の
芸
術
を
至
高
の
位
置
に
据
え
る
」
こ
と
と
な
っ
た（

（3
（

。

こ
れ
に
対
し
、
初
唐
の
孫
過
庭
『
書
譜
』
で
は
、「
書
芸
術
が
要
す
る
に
一
種
の
「
技
」
で
あ
り
、
技
法
を
離
れ
て
は
成
立
し
え
な

い
こ
と
、
ま
た
「
技
」
に
よ
る
「
道
」
へ
の
参
入

―
技
法
を
通
し
て
の
無
為
の
体
得
が
強
調
さ
れ（

（3
（

」
て
い
る
。
孫
過
庭
の
書
芸
術
に

お
け
る
無
心
は
、「
た
ん
に
手
を
拱
ね
い
て
い
て
、
ひ
と
り
で
に
得
ら
れ
る
境
地
で
は
な
く
、
そ
れ
は
人
為
の
極
地
と
し
て
の
自
然
、

努
力
の
極
限
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
無
心
の
境
地（

（3
（

」
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
姜
夔
は
、
再
発
見
し
た
の
で
あ
る
。

姜
夔
の
文
芸
論
は
、
確
か
に
北
宋
の
蘇
軾
や
黄
庭
堅
の
影
響
を
深
く
受
け
て
い
る
。
た
だ
、
若
い
頃
に
詩
学
を
、
壮
年
に
な
っ
て
音

楽
理
論
を
、
さ
ら
に
晩
年
に
な
っ
て
書
論
を
ま
と
め
て
お
り
、
若
い
頃
ほ
ど
黄
庭
堅
ら
の
影
響
が
強
く
、
次
第
に
直
接
的
な
影
響
を
脱

し
て
、
姜
夔
独
自
の
理
論
が
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
跡
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
は
官
吏
と
し
て
登
用
さ
れ
や
す
い
と
い
っ
た
類
の
便
宜
か

ら
解
放
さ
れ
、
時
代
の
流
行
や
作
者
の
名
声
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
真
摯
に
具
体
的
な
作
品
一
つ
一
つ
か
ら
学
ん
で
得
た
、

「
心
手
相
応
（
心
手
相
い
応
ず
）」「
智
巧
兼
優
、
心
手
双
暢
（
智
と
巧
と
兼
ね
て
優
り
、
心
と
手
と
双
つ
な
が
ら
暢
ぶ
）」
境
地
で
、
古

人
に
深
く
学
ん
で
、
そ
の
結
果
た
ど
り
つ
い
た
、
求
め
ず
し
て
古
人
と
異
な
る
境
地
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

三
、
王
献
之
「
保
母
志
」
と
南
宋
末
の
詩
壇

姜
夔
の
文
芸
論
に
影
響
を
受
け
た
の
が
、
張
炎
（
一
二
四
八
～
一
三
二
〇
？
）
の
『
詞
源
』
で
あ
る
。
本
稿
で
し
ば
し
ば
引
用
し
て
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い
る
松
尾
肇
子
氏
の
論
考
も
、
張
炎
『
詞
源
』
の
研
究
か
ら
姜
夔
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

姜
夔
が
張
炎
の
曾
祖
父
に
当
た
る
張
鎡
（
字
は
功
甫
、
号
は
約
斎
、
一
一
五
三
～
一
二
一
一
？
）
や
、
そ
の
兄
弟
行
の
張
鑑
（
字
は

平
甫
、
？
～
一
二
○
三
）
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
張
鑑
は
、
姜
夔
晩
年
の
十
年
間
、
篤
く
支
援
し

て
く
れ
た
存
在
で
、
張
鑑
が
亡
く
な
っ
て
姜
夔
は
「
張
平
甫
哀
挽
」
を
作
り
、
ま
た
自
分
の
人
生
を
振
り
返
っ
て
「
自
叙
」
を
書
き
、

某
早
孤
不
振
、
幸
不
墜
先
人
之
緒
業
。
少
日
奔
走
、
凡
世
之
所
謂
名
公
鉅
儒
、
皆
嘗
受
其
知
矣
。
…
…
嗟
乎
、
四
海
之
内
、
知
己

者
不
為
少
矣
、
而
未
有
能
振
之
於
寠
困
無
聊
之
地
者
。
旧
所
依
倚
、
惟
有
張
兄
平
甫
、
其
人
甚
賢
。
十
年
相
処
、
情
甚
骨
肉
。

私
は
幼
い
頃
に
父
を
亡
く
し
て
ぱ
っ
と
し
な
か
っ
た
が
、
祖
先
の
遺
業
を
失
墜
さ
せ
な
か
っ
た
の
は
幸
い
だ
っ
た
。
若
い
頃
か

ら
奔
走
し
て
、
お
よ
そ
世
間
の
い
わ
ゆ
る
貴
人
や
大
学
者
と
、
み
な
知
遇
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
…
…
あ
あ
、
こ
の
世
で
自

分
を
分
か
っ
て
く
れ
る
人
は
、
少
な
く
な
か
っ
た
。
だ
が
困
窮
し
て
無
聊
を
か
こ
つ
窮
地
を
救
っ
て
く
れ
る
人
は
い
な
か
っ
た
。

ず
っ
と
頼
り
に
し
て
い
た
の
は
、
張
兄
平
甫
（
張
鑑
）
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
人
物
た
る
や
甚
だ
賢
に
し
て
、
十
年
も
の
つ
き
あ

い
で
、
情
は
ま
こ
と
に
骨
肉
同
然
だ
っ
た
。

と
記
し
て
い
る
。

こ
の
「
自
叙
」
は
、
周
密
（
一
二
三
二
～
一
二
九
八
）
の
『
斉
東
野
語
』
巻
十
二
に
、

鄱
陽
有
布
衣
姜
尭
章
、
出
処
備
見
張
輯
宗
瑞
所
著
白
石
小
伝
矣
。
近
得
其
一
書
、
自
述
頗
詳
、
可
与
前
伝
相
表
裏
云
。

鄱
陽
に
布
衣
の
姜
夔
（
尭
章
）
が
い
て
、
行
状
は
張
輯
（
宗
瑞
）
の
「
白
石
小
伝
」
に
詳
し
い
。
近
ご
ろ
姜
夔
の
著
書
を
入
手
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し
た
が
、
自
ら
述
べ
る
こ
と
と
て
も
詳
し
く
、
張
輯
の
伝
と
表
裏
を
な
し
て
い
る
…
…
。

と
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

張
輯
は
、
饒
州
鄱
陽
（
い
ま
の
江
西
省
波
陽
）
の
人
。
張
履
信
の
子
。
姜
夔
は
故
郷
の
鄱
陽
時
代
か
ら
、
張
父
子
と
交
流
が
あ
っ
た
。

年
齢
は
張
履
信
と
近
か
っ
た
よ
う
で
、
張
輯
は
姜
夔
か
ら
詩
法
を
受
け
た
と
い
う
（
黄
昇
『
中
興
以
来
絶
妙
詞
選
』
巻
九
の
小
伝
に
見

え
る
）。
こ
の
詩
法
と
は
、
姜
夔
が
黄
庭
堅
と
お
ぼ
し
き
仙
人
か
ら
授
け
ら
れ
た
と
し
て
い
た
も
の
で
、
張
輯
も
黄
庭
堅
の
詩
風
を
学

ん
だ
一
人
で
あ
る
。
張
輯
の
「
白
石
小
伝
」
は
、
残
念
な
が
ら
散
逸
し
た
。

張
輯
と
姜
夔
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
以
前
考
察
し
た（

（3
（

が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
張
輯
の
「
白
石
小
伝
」
に
つ
い
て
記
し
て
い

る
の
が
周
密
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
周
密
は
、『
詞
源
』
の
著
者
張
炎
の
父
の
張
枢
が
景
定
五
年
（
一
二
六
四
）
に
結
成
し
た
西
湖

吟
社
の
一
員
で
、
結
成
時
か
ら
所
属
し
、
元
代
に
入
っ
て
か
ら
も
関
係
し
て
い
た
。
西
湖
吟
社
の
活
動
は
大
き
く
三
期
に
分
け
ら
れ
、

そ
の
第
三
期
は
南
宋
が
滅
亡
し
て
後
、『
楽
府
補
題
』
三
十
七
首
の
詠
物
詞
に
結
実
し
た
五
回
の
吟
詠
に
当
た
る（

（3
（

。

『
楽
府
補
題
』
に
つ
い
て
も
以
前
論
じ
た
こ
と
が
あ
る（

（4
（

が
、
越
州
（
い
ま
の
紹
興
）
在
住
の
メ
ン
バ
ー
が
持
ち
回
り
で
そ
れ
ぞ
れ
の

書
斎
を
会
場
と
し
て
計
五
回
の
詞
会
が
開
催
さ
れ
、
王
沂
孫
・
周
密
・
王
易
簡
・
馮
応
瑞
・
唐
芸
孫
・
呂
同
老
・
李
彭
老
・
李
居
仁
・

陳
恕
可
・
唐
珏
・
趙
汝
鈉
・
張
炎
・
仇
遠
の
十
三
人
が
、
作
者
と
し
て
名
前
を
残
し
て
い
る
（
作
者
名
を
記
さ
な
い
詞
が
二
首
あ
り
、

李
居
仁
と
王
英
孫
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）。
毎
回
の
詞
会
で
は
、
詞
牌
と
題
を
決
め
て
競
作
す
る
（
亭
主
は
そ
の
回
の
作
品

を
残
さ
な
い
）。

そ
の
開
催
の
時
期
は
、
楊
璉
真
伽
と
い
う
チ
ベ
ッ
ト
僧
が
元
人
を
率
い
て
南
宋
の
六
陵
を
暴
く
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
元
の
至
元
十

五
年
（
＝
宋
の
端
宗
の
祥
興
元
年
＝
一
二
七
八
年
）
十
二
月
以
降
（
翌
十
六
年
二
月
に
臨
安
か
ら
逃
れ
て
い
た
宋
室
の
一
族
が
崖
山
で
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全
滅
し
て
、
南
宋
の
滅
亡
が
決
定
的
と
な
っ
た
）、
参
加
者
の
中
で
卒
年
の
最
も
早
い
王
沂
孫
は
至
元
二
十
八
年
（
一
二
九
一
）
に
は

亡
く
な
っ
て
い
る
（「
蟹
」
を
題
と
し
た
会
に
は
参
加
し
て
い
な
い
）。
夏
承
燾
「
楽
府
補
題
考
」
は
、
周
密
が
至
元
十
四
年
（
一
二
七

七
）
に
弁
陽
の
家
が
兵
乱
で
焼
か
れ
て
、
妻
の
実
家
の
楊
氏
の
別
荘
の
あ
る
杭
州
に
居
を
定
め
た
の
が
至
元
十
九
年
（
一
二
八
二
）、

こ
の
間
に
越
州
に
寄
寓
し
て
い
た
可
能
性
か
ら
、
詞
会
も
こ
の
こ
ろ
開
催
さ
れ
た
と
す
る
。
呉
熊
和
「『
楽
府
補
題
』
跋
」
は
、
張
炎

（
居
は
杭
州
）
の
詞
集
『
山
中
白
雲
詞
』
巻
一
に
越
州
で
作
っ
た
一
連
の
詞
が
あ
り
、
張
炎
が
越
州
に
い
た
至
元
二
十
八
年
（
一
二
九

一
）
か
ら
至
元
三
十
年
（
一
二
九
三
）
春
ま
で
の
三
年
間
の
あ
い
だ
に
開
催
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
定
す
る
。
私
の
前
稿
で
は

他
の
い
く
つ
か
の
点
か
ら
、
早
い
時
期
を
想
定
し
て
い
る
夏
承
燾
の
ほ
う
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
考
え
、
至
元
十
六
年
（
一
二
七

九
）
？
と
し
て
、『
楽
府
補
題
』
三
十
七
首
の
作
品
に
つ
い
て
、
表
に
ま
と
め
た
。

い
ま
北
京
の
故
宮
博
物
院
に
所
蔵
さ
れ
る
姜
夔
の
王
献
之
「
保
母
志
」
跋
に
は
、
周
密
ら
が
つ
け
た
題
詩
が
残
っ
て
い
る
。
王
献
之

「
保
母
志
」
が
紹
興
で
発
見
さ
れ
た
の
が
嘉
泰
二
年
（
一
二
○
二
）、
拓
本
を
見
せ
ら
れ
て
姜
夔
が
跋
文
を
書
い
た
の
が
嘉
泰
三
年
（
一

二
○
三
）、
そ
れ
か
ら
八
十
年
ほ
ど
後
、
元
の
至
元
二
十
四
年
（
一
二
八
七
）
春
、
周
密
が
こ
れ
を
得
て
、
友
人
（
鮮
于
枢
・
仇
遠
・

白
珽
・
鄭
文
原
・
趙
孟
頫
・
王
易
簡
・
王
沂
孫
・
王
英
孫
ら
）
に
見
せ
て
題
詩
を
つ
け
た
。
こ
の
う
ち
、
仇
遠
・
王
易
簡
・
王
英
孫
・

王
沂
孫
が
、『
楽
府
補
題
』
関
係
者
と
重
な
る
。
王
英
孫
は
周
密
の
表
弟
で
、
作
者
名
を
記
さ
な
い
詞
の
作
者
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

王
英
孫
（
一
二
三
八
～
一
三
一
二
）、
字
は
才
翁
・
子
才
、
号
は
修
竹
、
会
稽
（
い
ま
の
紹
興
）
の
人
。
画
家
で
も
あ
り
、
墨
竹
蘭

蕙
を
善
く
し
た
。
楊
璉
真
伽
ら
の
宋
陵
盗
掘
事
件
を
知
っ
て
、
唐
珏
・
林
景
熙
・
謝
翺
ら
と
と
も
に
薬
草
を
採
取
す
る
と
称
し
て
密
か

に
散
ら
ば
っ
た
遺
骸
を
集
め
て
埋
め
、
目
印
に
冬
青
樹
を
植
え
た
こ
と
で
名
を
知
ら
れ
た
。
唐
珏
は
『
楽
府
補
題
』
に
も
名
が
見
え
る

が
、
ほ
か
に
『
楽
府
補
題
』
に
名
を
載
せ
る
王
易
簡
・
呂
同
老
と
も
ど
も
、
王
英
孫
の
門
人
だ
っ
た（

（4
（

。

趙
孟
頫
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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保
母
碑
雖
近
出
、
故
是
大
令
当
時
所
剜
、
較
之
蘭
亭
、
真
所
謂
固
応
不
同
。
世
人
知
愛
蘭
亭
、
不
知
此
也
。
丙
戌
冬
、
伯
幾
得
一

本
、
継
之
、
公
謹
丈
得
此
本
、
令
諸
人
譜
詩
、
然
後
朋
識
中
知
有
此
文
。
丁
亥
八
月
、
仆
自
燕
来
還
、
亦
得
一
本
。
又
有
一
詩
僧

許
仆
一
本
、
雖
未
得
、
然
已
可
擬
。
世
人
若
欲
学
書
、
不
可
無
此
。
仆
有
此
、
独
恨
駆
馳
南
北
、
不
得
尽
古
人
臨
池
之
工
。
因
公

謹
出
示
、
令
人
重
嘆
。
孟
頫
。

「
保
母
」
碑
が
近
頃
発
見
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
大
令
（
王
献
之
）
が
当
時
銘
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
「
蘭
亭
」
と
比
べ
て
み
る

と
、
ま
こ
と
に
ま
た
格
別
な
も
の
で
あ
る
。
世
の
人
々
は
「
蘭
亭
」
を
愛
惜
す
る
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、
こ
れ
を
知
ら
な
い
。

丙
戌
（
至
元
二
十
三
年
＝
一
二
八
六
）
の
冬
、
伯
幾
が
一
本
を
得
て
、
続
い
て
、
公
謹
さ
ん
（
周
密
）
も
こ
の
一
本
を
得
て
、

諸
人
に
詩
を
書
か
せ
、
以
後
、
朋
友
た
ち
の
間
で
こ
の
文
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
丁
亥
（
至
元
二
十
四
年
＝
一
二
八
七

年
）
八
月
、
僕
は
燕
（
元
都
の
こ
と
）
か
ら
帰
っ
て
、
ま
た
一
本
を
得
た
。
さ
ら
に
詩
僧
許
仆
も
一
本
を
持
っ
て
い
る
。
ま
だ

見
た
こ
と
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
同
じ
も
の
だ
ろ
う
。
世
の
人
々
が
書
を
学
ぼ
う
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
は
無
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
だ
。
僕
は
い
ま
持
っ
て
い
る
が
、
南
に
北
に
忙
し
く
駆
け
回
っ
て
い
て
、
古
人
の
よ
う
に
池
に
臨
ん
で
（
池
の
水
が
墨
で

黒
く
な
る
ほ
ど
）
練
習
に
励
む
こ
と
（
後
漢
・
張
芝
の
故
事
）
が
で
き
な
い
の
が
、
残
念
だ
。
公
謹
が
見
せ
る
の
で
、
ま
た
嘆

息
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で
あ
る
。
孟
頫
。

姜
夔
の
『
続
書
譜
』
を
趙
孟
頫
が
書
き
写
し
、
姜
夔
愛
蔵
の
定
武
本
「
蘭
亭
序
」
を
趙
孟
頫
の
従
兄
の
趙
孟
堅
が
入
手
し
、
姜
夔
が

生
前
刊
行
し
た
『
白
石
道
人
歌
曲
』
六
巻
に
淳
祐
十
一
年
（
一
二
五
一
）、
趙
猛
頫
の
父
の
趙
与
訔
が
後
記
を
書
い
た
こ
と
は
、
す
で

に
述
べ
た
。
年
齢
と
関
係
を
整
理
す
る
と
、
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趙
与
訔
（
一
二
一
三
～
一
二
六
五
）

 

趙
猛
頫
（
一
二
五
四
～
一
三
二
二
）　

趙
与
訔
の
子
。

 
趙
孟
堅
（
一
一
九
九
～
一
二
九
五
）　

趙
猛
頫
の
従
兄
だ
が
、
趙
与
訔
よ
り
年
長
。

周
密
（
一
二
三
二
～
一
二
九
八
）

周
密
は
、
趙
与
訔
・
趙
猛
頫
・
趙
孟
堅
の
い
ず
れ
と
も
親
し
く
交
流
が
あ
り（

（4
（

、
杭
州
で
は
張
炎
の
父
張
枢
の
西
湖
吟
社
に
も
参
加
し

て
い
て
、
さ
ら
に
『
楽
府
補
題
』
に
ま
と
ま
る
越
州
で
の
詞
会
に
も
参
加
し
、
ほ
か
の
参
加
者
と
と
も
に
姜
夔
の
王
献
之
「
保
母
志
」

跋
に
題
詩
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

周
密
の
『
斉
東
野
語
』
巻
十
二
に
姜
夔
の
「
自
叙
」
を
載
せ
、
張
輯
が
「
白
石
小
伝
」
を
書
い
た
と
あ
っ
た
が
、
そ
の
記
事
に
は

「
単
炳
文
附
」
と
し
て
、
次
の
文
を
載
せ
る
。

是
時
又
有
単
煒
丙
文
者
、
沅
陵
人
、
博
学
能
文
、
得
二
王
筆
法
、
字
画
遒
勁
、
合
古
法
度
、
於
考
訂
法
書
尤
精
。
武
挙
得
官
、
仕

至
路
分
、
著
声
江
湖
間
、
名
士
大
夫
多
与
之
交
、
自
号
定
斎
居
士
。
於
尭
章
最
稔
、
亦
碩
士
也
。
尭
章
詩
詞
已
板
行
、
独
雑
文
未

之
見
、
余
嘗
於
親
旧
間
得
其
手
稿
数
篇
、
尚
思
所
以
広
其
伝
焉
。

こ
の
こ
ろ
、
単
煒
（
字
は
丙
文
）、
沅
陵
（
い
ま
の
湖
南
省
西
部
）
の
人
が
い
て
、
博
学
で
文
を
善
く
し
、
二
王
（
王
羲
之
・

王
献
之
）
の
筆
法
を
得
て
、
文
字
は
力
強
く
、
古
の
法
度
に
合
致
し
、
法
書
の
考
訂
が
と
り
わ
け
精
密
だ
っ
た
。
科
挙
の
武
科

で
官
を
得
て
、
路
の
一
級
武
官
と
な
り
、
著
作
は
江
湖
で
有
名
だ
っ
た
。
多
く
の
名
士
・
大
夫
と
交
流
し
、
自
ら
定
斎
居
士
と

号
し
た
。
姜
夔
（
字
は
尭
章
）
と
長
年
昵
懇
で
、
碩
学
だ
っ
た
。
姜
夔
の
詩
詞
は
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
雑
文
だ
け
は
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見
ら
れ
な
か
っ
た
。
私
は
親
し
い
友
人
か
ら
手
稿
数
篇
を
得
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
伝
を
広
め
た
い
と
思
う
。

単
煒
に
言
及
す
る
こ
と
で
姜
夔
の
書
学
に
も
触
れ
て
お
り
、「
親
旧
」
か
ら
得
た
「
手
稿
数
篇
」
の
中
に
、
姜
夔
の
王
献
之
「
保
母

志
」
跋
も
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

お
わ
り
に

私
は
詞
学
を
専
門
と
し
て
い
る
の
で
、
姜
夔
が
張
炎
の
『
詞
源
』
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
、
張
炎
の
曾
祖
父
で
あ
る
張
鎡
・
張
鑑
と

交
流
が
あ
っ
た
こ
と
、
張
炎
の
詞
学
が
家
学
で
あ
っ
て
、
父
張
枢
の
西
湖
吟
社
に
周
密
ほ
か
文
人
が
集
ま
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
詞
学
が

伝
承
さ
れ
た
こ
と
は
、
分
か
っ
て
い
た
。

そ
し
て
今
回
、
書
学
に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
姜
夔
は
書
に
つ
い
て
も
当
時
か
な
り
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
宋
の
宗
室
で

書
画
に
造
詣
の
深
い
趙
家
の
人
々
や
、
宰
相
の
家
で
あ
る
謝
采
伯
な
ど
に
も
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

詞
学
と
書
学
、
張
家
と
趙
家
の
ど
ち
ら
と
も
関
係
が
あ
っ
た
の
が
、
周
密
で
あ
っ
た
。
周
密
は
元
に
な
っ
て
か
ら
は
出
仕
せ
ず
、
家

蔵
の
膨
大
な
書
物
を
背
景
に
、『
斉
東
野
語
』
の
ほ
か
『
武
林
旧
事
』『
癸
辛
雑
識
』
な
ど
の
随
筆
を
残
し
、
書
画
に
巧
み
で
美
術
批
評

集
『
雲
烟
過
眼
録
』
を
書
き
、
詞
で
は
自
身
の
詞
集
『
蘋
州
漁
笛
譜
』『
草
窓
詞
』
の
ほ
か
、
南
宋
詞
の
選
集
『
絶
妙
好
詞
』
を
編
纂

し
た
。

姜
夔
の
書
学
は
、
そ
の
詩
学
と
同
じ
よ
う
に
、
北
宋
の
蘇
軾
や
黄
庭
堅
の
影
響
を
受
け
つ
つ
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
周
密
の

残
し
た
記
録
に
よ
っ
て
、
南
宋
末
か
ら
元
初
に
か
け
て
、
杭
州
と
越
州
に
い
た
文
人
た
ち
の
間
で
姜
夔
の
文
芸
論
が
受
け
継
が
れ
た
様

中国13_縦.indb   33 2020/03/09   18:56:45



34

子
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

杭
州
で
の
西
湖
吟
社
の
活
動
や
越
州
で
の
詞
会
の
よ
う
に
、
同
じ
場
所
に
集
ま
っ
て
作
品
を
競
作
す
る
と
い
う
横
の
つ
な
が
り
と
同

時
に
、
そ
の
集
会
に
は
親
と
子
、
師
と
門
下
生
の
よ
う
に
年
代
を
超
え
た
人
々
が
集
い
、
縦
の
つ
な
が
り
も
あ
っ
た
。
こ
の
ス
タ
イ
ル

は
王
羲
之
ら
の
蘭
亭
の
集
い
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
う
し
た
実
践
活
動
を
通
じ
て
文
芸
作
品
も
そ
の
理
論
も
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
。
と
く
に

実
技
の
面
を
伴
う
詞
や
書
画
に
お
い
て
は
、
場
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
時
に
重
要
な
の
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）
拙
稿
「
琴
と
韻

―
姜
夔
の
文
芸
、
そ
の
理
論
と
実
践
と
継
承
に
つ
い
て
」、
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
『
中
国
研
究
』
九
号
、
二
○
一

六
年
、
一
～
三
八
頁
。

（
2
）
松
尾
肇
子
「
姜
夔
の
『
詩
説
』
と
詞
論
」、「
姜
夔
の
楽
論
と
南
宋
末
の
詞
楽
」、『
詞
論
の
成
立
と
発
展

―
張
炎
を
中
心
と
し
て
』、
東

方
書
店
、
二
〇
〇
八
年
、
十
四
～
二
一
頁
、
一
六
三
～
一
八
五
頁
。
引
用
は
、
一
六
六
頁
と
一
八
三
頁
。

（
3
）
袁
向
彤
『
姜
夔
与
宋
韻
研
究
』、
斉
魯
書
社
、
二
○
○
七
年
、
二
二
～
三
一
頁
。

（
4
）
中
田
勇
次
郎
「
姜
尭
章
の
書
学
」、『
中
国
書
論
集
』、
二
玄
社
、
一
九
七
○
年
、
二
八
五
～
二
九
四
頁
。
中
田
勇
次
郎
氏
に
は
「
姜
白
石

の
詩
説
」、『
読
詞
叢
考
』、
創
文
社
、
一
九
八
八
年
、
六
六
～
七
三
頁
、
も
あ
る
。

（
5
）
中
田
勇
次
郎
編
『
中
国
書
論
大
系
』、
二
玄
社
、
一
九
七
七
～
一
九
九
二
年
。

（
6
）
西
林
昭
一
氏
に
は
『
書
譜
』、
明
徳
出
版
社
、「
中
国
古
典
新
書
」、
一
九
七
二
年
、
も
あ
る
。

（
7
）
藤
原
楚
水
『
訳
注
書
譜
続
書
譜
之
研
究
』、
省
心
書
房
、
一
九
七
三
年
。

（
8
）
福
永
光
司
『
芸
術
論
集
』、「
中
国
文
明
選
14
」、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
一
年
。

（
9
）『
姜
夔
王
献
之
保
母
志
跋
』（
上
海
書
画
出
版
社
、『
歴
代
小
楷
名
作
選
刊
』
所
収
、
二
○
一
一
年
）、『
姜
夔
跋
王
献
之
保
母
帖
』（
上
海

辞
書
出
版
社
、
孫
宝
文
編
『
館
蔵
国
宝
墨
迹
』
五
十
八
、
二
〇
一
二
年
）、
な
ど
。
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（
10
）
孫
玄
常
『
姜
白
石
詩
集
箋
注
』、
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
。

（
11
）
暁
風
残
月
会
「
姜
白
石
詩
訳
注
稿
」、『
中
国
言
語
文
化
研
究
』
第
七
号
～
第
十
二
号
、
二
○
○
七
～
二
○
一
二
年
。

（
12
）
夏
承
燾
『
姜
白
石
詞
編
年
箋
校
』、
中
華
書
局
、
一
九
五
八
年
。

（
13
）
陳
書
良
『
姜
白
石
詞
箋
注
』、
中
華
書
局
、
二
○
○
九
年
。

（
14
）
卒
年
に
は
諸
説
あ
り
、
夏
承
燾
の
推
定
に
よ
る
一
二
二
一
年
説
が
有
力
で
あ
っ
た
が
、
王
睿
「
姜
夔
卒
年
新
考
」（『
文
学
遺
産
』
二
○

一
○
年
第
三
期
）
に
従
い
、
一
二
○
八
年
と
す
る
。
拙
論
「
南
宋
文
人
の
交
流
の
一
例

―
姜
夔
の
卒
年
を
め
ぐ
っ
て
」、『
風
絮
』
十
二

号
、
日
本
詞
曲
学
会
、
二
○
一
五
年
、
一
～
二
五
頁
、
参
照
。

（
15
）
藤
原
楚
水
『
続
書
譜
解
読
に
よ
る　

図
解　

楷
行
草
の
書
法
入
門
』、
省
心
書
房
、
一
九
八
三
年
。

（
16
）
福
永
光
司
『
芸
術
論
集
』、
二
〇
九
頁
。

（
17
）
中
田
勇
次
郎
「
姜
尭
章
の
書
学
」、『
中
国
書
論
集
』、
二
八
九
頁
。「
無
条
件
に
す
べ
て
第
一
と
せ
ず
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、「
行

書
」
の
条
で
は
王
羲
之
を
第
一
に
推
し
て
い
る
。

（
18
）
姜
夔
『
蘭
亭
続
考
』
巻
一
、
中
田
勇
次
郎
「
姜
尭
章
の
書
学
」、『
中
国
書
論
集
』、
二
九
○
頁
引
。

（
19
）
福
永
光
司
『
芸
術
論
集
』、
三
二
四
頁
。

（
20
）
福
永
光
司
『
芸
術
論
集
』、
一
六
九
頁
。

（
21
）
福
永
光
司
『
芸
術
論
集
』、
一
六
七
頁
。

（
22
）
中
田
勇
次
郎
「
姜
尭
章
の
書
学
」、『
中
国
書
論
集
』、
二
九
四
頁
。

（
23
）
西
林
昭
一
『
続
書
譜
』
解
題
、
中
田
勇
次
郎
編
『
中
国
書
論
大
系
』
第
六
巻
「
宋
3
」
所
収
、
二
玄
社
、
一
九
七
九
年
、
二
七
六
～
二

七
七
頁
。

（
24
）
中
田
勇
次
郎
「
姜
尭
章
の
書
学
」、『
中
国
書
論
集
』、
二
九
三
頁
。

（
25
）
中
田
勇
次
郎
「
姜
尭
章
の
書
学
」、『
中
国
書
論
集
』、
二
八
五
頁
。

（
26
）
夏
承
燾
『
姜
白
石
詞
編
年
箋
校
』、
二
五
一
頁
引
、
饒
宗
頣
の
説
。

（
27
）
松
尾
肇
子
『
詞
論
の
成
立
と
発
展

―
張
炎
を
中
心
と
し
て
』、
一
六
五
頁
。
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（
28
）
中
田
勇
次
郎
「
姜
白
石
の
詩
説
」、『
読
詞
叢
考
』、
六
八
頁
。
た
だ
し
松
尾
肇
子
氏
は
、「『
翻
案
』『
含
蓄
』『
風
味
』
な
ど
、
彼
以
前
の

詩
論
で
重
視
さ
れ
た
題
目
も
含
ま
れ
て
お
り
、
単
純
に
江
西
詩
派
に
連
な
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
。『
詞
論
の
成
立
と
発
展

―
張
炎
を
中
心
と
し
て
』、
二
三
頁
、
注
十
九
。

（
29
）
中
田
勇
次
郎
「
姜
白
石
の
詩
説
」、『
読
詞
叢
考
』、
六
六
～
七
三
頁
。

（
30
）
大
野
修
作
『
書
論
と
中
国
文
学
』、
第
七
章
「
黄
庭
堅
の
書
論
」、
研
文
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
一
六
○
頁
。

（
31
）
松
尾
肇
子
『
詞
論
の
成
立
と
発
展

―
張
炎
を
中
心
と
し
て
』、
一
九
頁
。

（
32
）
松
尾
肇
子
『
詞
論
の
成
立
と
発
展

―
張
炎
を
中
心
と
し
て
』、
一
八
三
頁
。

（
33
）
松
尾
肇
子
『
詞
論
の
成
立
と
発
展

―
張
炎
を
中
心
と
し
て
』、
一
六
六
～
一
七
五
頁
。

（
34
）
拙
論
「
姜
虁
「
徴
招
」「
角
招
」
詞
考
」、『
東
方
学
』
九
十
輯
、
東
方
学
会
、
一
九
九
五
年
七
月
、
七
七
～
九
〇
頁
で
、
詳
し
く
論
じ
た
。

（
35
）
福
永
光
司
『
芸
術
論
集
』、
六
九
頁
。

（
36
）
福
永
光
司
『
芸
術
論
集
』、
一
九
一
頁
。

（
37
）
福
永
光
司
『
芸
術
論
集
』、
一
九
二
頁
。

（
38
）
拙
論
「
南
宋
文
人
の
交
流
の
一
例

―
姜
夔
の
卒
年
を
め
ぐ
っ
て
」、『
風
絮
』
十
二
号
、
日
本
詞
曲
学
会
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
、
一

～
二
五
頁
、
参
照
。

（
39
）
拙
論
「
南
宋
の
詞
学
と
琴
」、
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
『
人
文
科
学
』
第
十
九
号
、
二
〇
〇
四
年
五
月
、
七
九
～
一
三
二
頁
。

（
40
）
拙
論
「
蝉
の
う
た

―
王
沂
孫
「
斉
天
楽
」
に
見
る
亡
国
の
「
幽
恨
」」、
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
『
中
国
研
究
』
四
号
、
二
〇
一
一

年
三
月
、
六
三
～
八
七
頁
。

（
41
）
段
瑩
「
元
初
《
保
母
志
》
鑑
蔵
熱
潮
之
原
因

―
従
楊
璉
真
伽
発
陵
事
談
起
」、『
中
国
書
法
』、
二
〇
一
九
年
七
期
、
一
八
五
～
一
八
六

頁
、
参
照
。

（
42
）
何
香
凝
「
南
宋
遺
民
周
密
与
趙
孟
頫
交
游
考
略
」、『
中
国
書
法
』、
二
〇
一
九
年
二
期
、
一
六
六
～
一
六
九
頁
。
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姜夔書論関係年表

北
宋

南
宋
・
金

元

黄
庭
堅

蘇
軾

1100

1105

1155

1192?

1203

1153

1211

1238

1312

1248

1321
?

1232

1298

1213

1254

1322

1265

1199

1295

1208
?

1101

1127

1200

1279

1300

1251 趙与訔『白石道人歌曲』に
後記を書き美瑛に渡す

1186「詩説」
1196 詩集「自序」
1202 王献之「保母志」発見　姜夔

跋を書く　『白石道人歌曲』
1203「自叙」
1208『続書譜』

張輯「白石小伝」

1264 張枢、西湖吟社結成
張炎、周密ら参加

1278 宋室の陵墓あばかれる

1287 周密、「保母志」拓本を得る
姜夔の跋あり　趙孟頫、
王英孫らと題詩をつける

『楽府補題』

1317 張炎『詞源』

黄
庭
堅
の
孫
、
子
邁 張

輯

張
履
信

姜
夔

美
瑛

張
鎡

王
英
孫

張
炎

周
密

張
枢

張
鑑

趙
与
訔

趙
孟
頫

趙
孟
堅

越
州
の
詞
会

中国13_縦.indb   37 2020/03/09   18:56:45


